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全力を尽くす
大管長 スペンサ ー・W・キンボー ル

このメ・ソセージはキ ンボール大管長の承認と指示の下にゴ大

管長 自身の様 々な説教から抜粋 し，再編集 したものです 。

私
は再度，次の質問をし

てみたいと思 います。

私たちは自分が影響力を及ぽ

せる範囲にある人々 に福音 を

伝 えるために，で きる限 りの

ことをしているで しょうか。

この業 は急いで進 めなけれ

ばな りません。中にはそれを

感 じていない人 もいるようで

すが，本当に急 ぐ必要が あり

ます。 この事柄 に関 して神に

助 けを求める人は，みたまの

力によって， その緊急性 を再

認識することができるでしょう。

「見 よ
，畑 は早 白 くして刈 り入れ を待て

ゆえ ほつ いず

り。故 に刈 り入れん と欲する者は，何れ も

勢力をつ くして鎌 を入れ，日の尽 きざる中
お

に刈 り取 りて，神の王国 に於 ける永遠の救

いをその身 と霊 とのためにた くわうべし。」

(教義 と聖約6：3)
なんじ

主は私たちに こう勧告 され ました。「汝

らもし， 日の栄 の世界 に一つの所 を得 んこ

とをわれに願わば，わが命 じて汝 らに求む
な

るところを行いてその備えを為 さざるべか

らず。」(教 義 と聖約78：7)

「す べての会員は宣教師 にな りなさい」

とい う主の戒めを知 らないよ

うな会員が，現在の教会の中

にいるで しょうか。よ り多 く

の宣教師が求め られているこ

とを知 らない家族が，果たし

て今の教会の中にいるでしょ

うか。

私たちに託された，すべて

の国に福音 を伝 えるという責

任は神聖な ものです。 より多

くの宣教師，ふさわしい資格

を備えたよ り多 くの夫婦が求

められています。宣教師にな

れる年齢の若人が，今よ りもはるかに多 く，

伝道 を志願するようにならなければな りま

せん。それによって，彼 らは伝道 という大

きな 目的の中で，主の僕 としての特権，祝

福 を享受することがで きるのです。すべて

の若人が この主のみ業に備えるなら，教会

も，そして彼 ら自身 も大 きな力を蓄えるこ

とができるようにな ります。

ここ数年，教会員は忠実にこの呼びかけ

に応 え，宣教師の数は倍増 しました。 しか

し，私たちは主の戒めを遂行するために，

今再 び，速度 を早め， より大 きな力 となっ

て前進 したいと望んでい ます。
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会月となれる年齢になった会員であれば，チ分に伝遣の業を栗たすことがでまます。

……私はこの{=とを……すべての教会月の心の中に刻み込めれぱと願っていますの

教会員 となれる年齢になった会員であれ

ば，十分に伝道の業を果たす ことがで きま

す。特 に専任宣教師に任命 されるのを待つ

必要はないのです。私 はこの ことをよ り効

果的にかつ忠実に，すべての教会員の心の

中に刻み込 めればと願 っています。会員は

皆，身の回 りの人々に福音 を伝 える義務 と

責任 を負ってい ます。男女，年齢 を問わず，

すべての会員が この義務 を果たすよう望む

ものです。それは非常に重要なことです。

なぜなら，福音か ら恵みを受 けた者が今度

はその恵みを他の人 に分かち与 えるのは福

音の教 える原則だか らです。

さて，私たちは忙 しく生活 してい ますが，

.主は，「もしあなたの都合がよかった ら，福

音を述べ伝 えるとい うことについて考 えて

みて下さい」 とは言ってお られ ません。主

は次 のように言ってお られるのです。「皆

各々その義務 を覚れ。」(教 義 と聖約107：
いまし

99)「見 よ……その警 めを受 けしことあるす

べての人はその隣人 を警 むる責任 あ り。」

(教義 と聖約88：81)

私 たちは， この戒 めに関 しては神が共に

働いてお られる ことを覚えておかなければ

な りません。神 は私たちの助 け手であ り，

道を開いて下 さいます。 この戒めを私たち

に与 えられたのはほかならぬ神御 自身だか

らです。

福音に耳を傾 けようとしない人が大勢い

るため，時 として，「主よ，わた しが呼んで

いるのに，いつまであなたは聞 き入れて下

さらないのか」(ハ バクク1：2)と 叫 びた

くなることがあるか も知 れませ ん。 そうい

う時は，ハバククに与 えられた主のみ言葉

を思い起 こして下 さい。「わた しはあなたが

たの日に一つの事 をす る。人がこの事 を知

らせ て も，あなたがた は とうてい信 じま

い。」(ハ バ クク1：5)

今 は まさに，よ り多 くの地，よ り多 くの

人々に福音 を伝えるべき時です。私たちに

はその呼び掛 けに応 える準備ができている

でしょうか。私たちは二一ファイ と共に，

再度 こう言わなければな りません。「私は主

が命 じたもうた ことを行 って行 う。私は主

が命 じたもうことには，人がそれを為 しと
まえもつ

げるために前以てある方法が備 えてあり，

それでな くては，主は何の命令 も人 に下 し

た まわない こ とを承知 してい るか らであ

る。」(1二 一フ ァイ3：7)

自分 の都合 よりも， 自分 の義務 を優先 さ

せて考 えるようにしなければな りません。

今 こそ教会 において，犠牲 がより重要な要

素 として考えられなければならない時です。

ブ リガム・ヤング とヒーバー ・C。キンボー

ルがイギ リスヘの伝道に出発 した時の話 を

思い出 して下 さい。ふた りとも病気で， と

て も貧 しい状態で した。それで もその召 し

を受 け入れたのです。出発の日，ブ リガム・

ヤングの病状は極めて悪 く，倒れた まま，

起 き上がることがで きませ んで した。 ヒー

バー ・C・ キンボールがブ リガム ・ヤング

を起 こそ う としましたが，彼 自身非 常 に

弱っていて， どうにもで きませんで した。

それで彼 は通 りの向 こうにいた兄弟 に，

「こっちへ来て，ブ リガム兄弟 を起 こすの

を手伝って ぐれた まえ」 と叫びました。 と

ころが翌 日，ふた りは伝道地へ向けて旅 を

始めてい ました。
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先 にも述べたように，私たちは今 なすべ

きこの業 を進めるために， さらに熱心 に神

に仕 えなければな りません。世の中には主

と主のみ言葉に飢 えている人が数多 くい ま

す。彼 らは，主の真理 とみ業を求めている

のですが， 自分が何に飢え渇いているのか，
いや

何が自分の渇 きを癒 して くれ るのかをはっ

き り理解 していません。その渇 きを癒すの

は私た ち教会員の責任です。

だれ にで もで きるひ とつのことがあ りま

す。宣教師を初 めとする会員一人一人が，

求 めているすべての人 に福音 を伝 えること

がで きるように，国々の門戸 を開き，人々

の心を和 らげて下 さるようにと，心 を込め

て，絶 えず主 に祈 るのです。

主は非常に自然 な方法で，私たちの友人

や知己の中に， この教会 に入る備 えができ

た人を数多 く置いてお られると私 は感 じて

います。ですか ら，祈 りの気持ちを持って

そのような人々を見いだし，福音 を紹介で

きるよう主の助 けを祈 り求めて下 さい。特

に これだと思 うよ うな ことがない場合 は，

「私 は神が生 きておられることを知 ってい

ますJと 証するとよいでしょう。それはこ

の世で最 も素晴 らしい証です。 どのように

して福音 を受 け入れたか， またそれが 自分

にとっても，他の人 にとって もどれ程重要

な ものであるかを話す ことができるなら，

その言葉 は主に対する強い証 とな ります。

あなたの知 り合いの中には，偶然に福音

を聞 く人 もいるで しょう。 また，あなたが

示す心か らの友情や関心によって，温かい

気持 ちを抱 き，心 を開 く人 もいると思い ま

す。

この ように，私たちの周 りには，福音 を

伝 える機会がた くさんあ ります。恐れる必

要が どこにあるで しょうか。福音 は確かに，

世を救いに導 く神の力であ り，すべての人

に必要な ものなのです。福音には人 を作 り

変 える力があります。福音 を実践するなら，

人々の生活 は変わ ってい きます。真心から

福音を受け入れる人は，以前 とは違った新

しい人 に変わるのです。心 を開き，福音 に

耳 を傾 ける人 には，信 じられないような素

晴 らしい祝福が与 えられ ますo聞 き入れる

耳 を持つ人には喜 びと平安が もたらされ，

福音の教えを受け入れ，全力 を尽 くしてそ

れ に従 う人には永遠の生命がもたらされる

のです。

もう一度質問 します。なぜ恐れる必要が

あるのでしょうか。福音 を分かち合 うなら，

平安 と喜びが生活の中に流れ込み，人々を

愛 し思いやる気持 ちが強 くな り，さらに，

主 との交わ りを強め，福音の真理 に対する

理解 を深めることがで きるのです。恐 らく，

福音 を伝 えた相手よ りも自分の方が もっと

大 きな喜び を感 じるに違 いあ りません。

日々の生活 の中で，伝道 に対 して熱意を

燃や している家庭 は，皆霊的 な再 生 を味

わっています。私たちは どんな時にもこの

み業 に仕えることがで きるよう，健康に注

意 し，経済的な援助ができるよう家計管理

に意 を払い， より力ある証がでぎるよう福

音 を熱心に学び，そ してみた まと調和 した

生活 をして絶えずそのささや きと導きを受

けたいと望 んでいます。

私 たちはこれ らの祝福を受ける準備 をし

なけれ ばな りませ ん。 自分自身を整え，毎

聖徒 の道/1983年6月 号 3
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旧
々の：生活の中で，伝遣に対して懲惹を燃やして

いる家庭は，皆霊的な再生を味わっています。ノ

日の生活の中で伝道するために必要な段階

を踏 み行 なうようにしましょう。 自分 自身

が伝道に出る時のために， また，だれかが

伝道に出るのを援助す る時のために，準備

をしましょう、。

私は以前か ら，教会 は家庭や教会の組織

によってよく訓練 され，準備 された宣教師

を求めていると話 してきました。教会 の若

人は自分か ら伝道 に出たい とい う気持 ちを

持つように訓練されなければなりません。

義務感だけではだめです。 自分か ら進んで

出たいとい う気持ちが必要なのです。伝道

に出るのは義務である， というのは真実で

す。 しか し，若人は自分のため， また，他

の人々，天父のために伝道 に出たい とい う

気持ちを持たなければなりません。 これ も

重要な ことなのです。

子供 たちに幼い内か ら貯金 をするように

し向けるのはよいことです。親は子に倹約

の精神を教えて下 さい。 また，祈 りの内に

福音を学 び，自分や周 りの人々の生活の中

で福音が どのような実 りをもたらしている

かを， 自分で確かめるように教 えて下 さい。

成長期の子供たちに奉仕の精神 を教 え，他

の人が生活の 中で福音の喜びを味わえるよ

うに手助けをする経験 をさせて下 さい。セ

ミナリー，インステ ィテユー トを， 自分 自

身はもちろん他 の人々にも大 きな価値 のあ

る霊的な知識 を得 るための訓練の場 とする

ように教 えて下 さい。生活を清 く正 しいも

のとすることにより， また主が備えのでき

た人 に福音 をお伝えになるに当たって心か

らその助けをしたい と望むことにより，伝

道の準備 とするように導いて下 さい。
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こうして準備 をするなら，多 くの祝福 と

霊的な報 いが与 えられ，その備 え自体が自

分の生活様式 として定着してい くようにな

るでしょう。 これは個人，家族 はもちろん，

定員会，ワー ド部，支部に も当てはまるこ

とです。フレン ドシッ ピング，フェローシッ

ピングを積極的に行ない，人 を教会へ導 こ

うとする動きほど，神権定員会や教会 の組

織 に強い影響を及 ぽす ものはありません。

そ うした業に携わる人 を結ぶ喜び，連帯感，

愛 は絶 えることな く大 きくなっていきます。

予言者 ジョセフ ・スミスの言葉 を見てみ
い

ましょう。「兄弟 よ，われ らまことに偉なる

大義 に向って進 まざ らんや。進 み行 きて退

くことなかれ。奮い起て よ，兄弟たち。進

み進 みて勝利に至れ。汝 ら喜べ大いに喜べ

よ。世の人，歌声 を張 り裂 けしめよ。」(教

義 と聖約128：22)

主 は こう言われました。「すなわちシオン

はその美 と聖 とを増 し， その境域 は拡が り

そのステーキ部は堅 うせられざるべか らず。

われ誠 に汝 らに告 ぐ， シオンに起ちてその

美 しき衣 を着けざるべか らず と。」(教 義 と

聖約82：14)

私た ちはシオンが完全に確立 される日を

待ち望んでいますが，主は私たちに 「され
はなは

どまずわが軍 をして甚だ大 いなるもの とな

し」(教 義 と聖約105：31)と 言 ってお られ

ます。

主の軍勢は大いにその力 を増 し加 えてい

ますが， ブリガム ・ヤ ング大管長の次の予

言を思い出 します。「この王国は引 き続 き成

長 し，発展 してその力を強 め， いよいよ繁

栄するであろう。敵が打倒 を企 てる度 に，
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王国はさらに拡大 し， その勢力を強融るで

あろう。衰退するのではな く，力 を増 し加

え続けるのである。勢力が広が り，内容が1

益 々充実 し，国々の中にあってひ ときわ優

れた もの となるであろう。そして遂には全

地 を覆 い尽 くすので ある。」(ノ確甥α」 げ

餌s60郷36s「 説教集」1：203)

予 言者 ジョセフ ・ス ミスは次のはっきり

とした言葉 で私たちを励 ましています。「い

かなる汚れた者の手 も， このみ業 の発展 を

止 める ことはで きない。迫害 は威 を振 るい，

暴徒は連合 し，軍隊が集合 し，中傷の風が

吹 き荒れ るかもしれない。 しか し神の真理
ゆうぜん

は大胆かつ気高 く，悠然 と出で立ち，あら

ゆる大陸 を貫 き，あらゆる地方 に至 り， あ

らゆる国々に広 まり，あらゆる者の耳に達

し，神の目的は成 し遂げられるであろう。

か くして，大いなるエホバは，み業は成 っ

た と告げ られる ことで あろう。」(撚 ≠o理

げ 孟h6Ch郷6hr教 会 歴史」4：540)

私 た ちに強 く求められている重要な責任

があ ります。 それは暗闇を抜け，喜び と平

安 と福音の真理へ通 じる道 を照 らし・理解

の目を開いて くれるろうそ くを， この世 の

人々に伝 えることです。

善 を行 なうことに疲れてはな りません。

今 こそ次のように，自分自身に問い直 して

みる時ではないで しょうか。世の人々 に福

音を伝 えるみ業 を進めるために， 自分 には

何がで きるだろうか。

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホームティーチングの際，以下の

点を強調するとよい。

1.

2.

よ り多 くの宣教師，ふざわ しい資格を

備 えたより多 くの夫婦が求められてい

ます。宣教師 になれ る年齢 の若人が今

よりもはるかに多 く，伝道を志願する

ようにならなければな り・ませ ん。私た

ちは家庭や教会の組織 によってよ く訓

練 された宣教師を求めてい ます。

8歳 を迎 えた会員，。あるいは，伝道に

出 られる年齢 になった会員であれ ば，

特 に専任宣教師 に任命 されるのを待つ

必要はあ りません。

3.今 はまさに，よ り多 くの地， より多 く

の人々に福音 を伝 えるべ き時です。自

分の都合 よ りも，'自分の義務 を優先さ

せて考えるようにしなければな りません。

4.主 は非常に自然ななさり方で，私たち
』
の友人，知己の中に， この教会に入る

備 えができた人 を数多 く置いておちれ

ます。祈 りの気持ちを持ってそのよう

な人々を見いだし，福音 を紹介できる

よう主の助 けを祈 り求めて下さい。

話 し合い のため の提案

1.イ エス ・キリス トの福音を分かち合 う

ことについて，自分の経験や感 じてい

・ ることを話す。

2.

3.

この メッセー ジの中に，家族で読んだ

り話 し合った りするのによい聖句や言

葉 はないだろうか。

話 し合いをより充実 した ものにす るた

めに，訪問す る前 に家長 と話 し合 って

お くとよい。伝道 について，定員会指

導者や監督か ら家長にあて られた メッ

セージはないだろうか。

聖徒 あ道/1983年6月 号 5
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日曜日の

クリーム

サンデー
シプアオ・J・マツアウト

私
は子供の時期をサモアで過 ごしまし

た。私 も友達 も水泳 ぎが大好 きで，
■

い くら泳いでも飽 きるということがあ りま

せんで した。 もう4歳 の頃から，安息日で

も，日曜学校が終わったら，友達 と泳ぎに

行 こうな どと考 えていたのです。1週 間の

内の6日 を一緒 に遊 び，泳いでも， まだ泳

ぎ足 りないという風で した。でも私は良い

末日聖徒の家庭で育て られ ました。母が模

範 と言葉 によって，安息日を聖 く過 ごすよ

うに教えて くれた ことを今で もよく覚 えて

い ます。

母 は私の気持 ちを聖典に向けさせること

で， この問題 を解決 しました。いい ところ

を見せたがる私の気持 ちをみすかして，聖

典 を読んで，聖句 を暗記するようにしてみ

ないか と言って きました。私 はそういった

.こ とをしてみたい と思っていたので大喜 び

です。すると母 は聖書 とモルモン経 を手 に

しで，「それじゃ，この2冊 の本 に書かれて

いる聖句が覚えられるように助 けてあげる

か ら， 日曜 日の夕食が済んだ ら一緒 に勉強

す るようにしましょう」 と言いました。

私が最初 に暗記 したのは十戒 と詩篇の第

1篇 で，その次がモルモ ン経の リーハイの

家族の物語 の中からでした。聖句の暗唱 を

してい く内に聖典 に説かれている原則が 自

然に生活の一部になってきました。家庭の

中で福音 に忠実な生活をしていた両親の模

範による ところもかなりあ りました。大学
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「 「肇
・

に進むために家 を離れる頃 には，両親の教

えは私の心の中に しっか りと根 を下 ろして

いました。

私 は最初，ハ ワイのチャーチ ・カレッジ

(現ブ リガム ・ヤング大学ハワイ分校)に

進 み，1964年4月2日 に母が死んだ後 も少

しの間そこにい ましたが，(父は私が まだ小

さい頃に亡 くな っていた)経 済的にはすべ

て母の仕送 りに頼 っていたため，生活は苦

しくな りました。

母の死か ら数カ月経 った頃，私 はハ ワイ

での学校生活 に物足 りない ものを強 く感 じ

て，他 の学校 に移 りたいと思い ました。当

時，兄がア リゾナのテンペ に住んでいて，

ア リゾナ州立大学 に転学 しては どうか と勧

められました。転学申請が認め られ，私は

テンペで1年 を過 ごしました。1966年 ，私

はソル トレーク ・シティーに移 って， そこ

で勉強 を続 けたい と思 い ました。 ソル ト

レークに着いてす ぐ，私はあるビジネス ・

カレッジについて調べ，その教育内容 にと

ても強い印象を受 けました。その学校で勉

強 しようと思い立 った ものの，手元にはわ

ずか30ド ルしかあ りませんで した。それで

も幸 いにして，何 とか入学の手 はず も整い，

授業料は1学 期の内に分割納入す ることに

な りました。そのために私は何 とかしてお
かせ

金を稼ぐ手だてを見つけなければならなく

なったのです。

ソル トレーク ・シティーでの最初の1週

間，パー トタイムでで きる仕事 を探 して，

毎日足 を棒のようにして歩 き回 りました。

当たってみた先はほとん ど常勤の社員を探

してい るところばか りでしたが，それでも，

もしか してパー トタイムの仕事がでて くる

か もしれない と考え，何件かの求人に応募

してお きました。驚いたことに，面接 した

い とい う通知が2，3日 の内にどっとやっ

てきました。 ところが残念 なことに，全部

日曜 日のお昼か ら働 くとい う条件 なのです。

ということは日曜 日は，聖餐会に出 られな

いとい うことです。

私は随分考 えました。お金はのどか ら手

が出るほど欲 しい，で も安息 日に働 くとな

れ ば， それまで幼 な子の ように忠実に守っ

てきた主の戒めをひ とつ破 ることになって

しまいます。 もし両親が生 きていたら，そ
つ

の よう な仕事に就 くのは決 して許 さなかっ

たでしょう。それで私 は正 しい決定が下せ

るように，ある親友 に相談 しました。「今 ま

で 日曜 日に働いた ことは一度 もない。教会

に行 けないことを考えると，悩 んでしまう

んだ。神様の戒 めは破 りた くない しね。」

彼 はこう答えました。「神様は君が何を必

要 としてるか御存 じのはずだ。今神様 が君

に与 えようとして る仕事がそ うい う仕事だ

けだ とした ら， それを選 んで もいいと思 う

けどね。」どうもその答 えに私は納得で きま

せんで した。そして彼に聞 きました。「もし

日曜 日に働いて，聖餐会 に出 られない とし

て も，神様は大 目に見て くれると，君は本

聖 徒の道/1983年6月 号 7
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日曜日のクリームサンデー

当にそう思 うのか。」

「神様 は君の今の状態 を心にかけてお ら

れ るんだ。働 いてお金を稼がな くちゃな ら

ないのは今なんだよ。そ こで働いたほうが

いいよ。」

結局私 はク リームサ ンデーなどを売るあ

る店で， レジ係 として働 くことに決 めまし

た。次の土曜日，私 はその店に仕事の内容

を聞きに行 き，翌週の水曜 日か ら働 いて欲

しい と言われ ました。 しか し月曜 日の午後，

私は もう一度親友の ところへ行 きました。

私が 「日曜日に働 くってい うこと， どう

して も，いい ことのように思えないんだ」

と言 うと，彼は厳 しい口調で答 えました。

「それ じゃ
，一体 どうするつ もりなんだ。

もうすぐ授業料 を納 めな くちφ ならないん

だぞ。」

しばらく話 した後で，彼は もう一度，そ

のレジ係 の仕事 をしたほうがいい と言いま

した。そ して，私 も考えてみると答 えては

みた ものの， どうして も心につかえるもの

があるのです。私はその帰 り道， この問題

は，あとは天父 に尋ねるしかない と心に決

めました。私が この安息日の戒 めの ことで

どれほど深 く考 え込 んでいたか分かってい

た人 はだれ もいなかったろうと思います。

私はそれ までずっとその戒めを守 り続けて

いたのです。

ひ とり， 自分の部屋にひざ まず き，天父

に祈 りました。問題 について こと細かに話

し，す頓てにおいて主のみこころに従いた

いという望みを語 りました。そして，主の

答 えがた とえどのような ものであろうとも，

それに従 う積 もりである と，自分の信仰 を

8
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言い表わしたのです。祈 り終えると，の し

かかっていた重荷が取 り除かれた ように，

心が とて も軽 くな りました。それか ら，喜

び と平安 を胸一杯に，学校へ向かったので

す。

その 日の午後，ある大 きな店の店長か ら

電話があ りました。何週間か前 にその店 の

求人 に応募 していたのですが， まだ返事 を

もらっていませんでした。彼は，私の数学

の試験の成績が とても良 く，ひとりやめる

店員がいるので，その後任 として働 いて も

らえないか と言 ってきました。 その翌 日か

ら，午前 中の授業を終えた後に働 くことに

な りました。勤務は週に6日 ，月曜 日か ら

土曜 日までで した。

私 は受話器を置 くと，部屋に走ってい き，

喜び と感謝の涙 にむ量びました。そして，

再びひざまずき，天父にその祝福を感謝 し

たのです。主は，私が戒 めのひとつを破 る

ままにしておかず，別 の仕事 を与 えて下

さったのです。

祈 りを終え，静かにベ ッドの上に座って

いた時， ひとつの言葉が心の中に， くっき

りと描かれた文字のように浮かんできまし

た。「安息日を覚 えて， これを聖 とせよ。」

その言葉 は繰 り返 し繰 り返 し私の心 に浮か

びました。

主 は御 自身が定められた戒めに関 して，

決 して妥協することがない ということを私

は知 りました。主は私たち一人一人の必要

を満たす ために，御 自身のみ こころにか

なった正 しい方法で，道 を備 えることがで

きます。 またそうして下 さる御方なのです。

主にとって不可能なことは何 もあ りません。



メアリー ・エ レン・エ ドマンド

私
が伝道に出たい と言った時，それを一

コ
聞いた人は皆驚 きました。看護学の

学位 を取得 し，ブリガム ・ヤング大学 を卒

業 して間 もない時で，看護婦 として働いて

みないか と幾つか素晴 らしいところからの

誘い もありました。私 は姉妹宣教師に対 し

てある種の偏見があることを知 っていまし

た。女性が伝道 に出るのは，何 もほか にす

ることがな くなった時だ と考えているよう

な人々がいたのです。 それで も私の伝道へ

の望みはとて も強い ものでした。

私はこれ まで20年 ，この偏見 について真

剣 に考 えて きました。 ソル トレーク ・シ

ティーの伝道本部で教 えていた時，何百人

という姉妹宣教師が入所して くるのを目に

し，彼女たちがどのようにして障害を克服

してきたのか，素晴らしい話を耳にした こ

とも何度かあ ります。障害のほ とんどは，

「本 当はそんなに伝道 に出たいなんて思っ

てないんで しょう」とか，「そんな こと，ほ

かに何 もす ることのない人がするもの よ」

といった周囲の人々の心ない言葉でした。

今はプロボの宣教師訓練セ ンターにいま

すが，毎週大勢の姉妹宣教師が入所してき

ます。彼女たちほど美 しく，活気 にあふれ，
そうめい

聡明な女性のグループは，世界の どこを探

して もない と思います。

女性は宣教師 として素晴 らしい働 きをす

ることができます し，現にしています。彼

女たち1は教師，看護婦，家政学の専門家，

栄養士，秘書，詩人，学生 などの経歴があ

ります。多 くが高度の教育 を受 け，実社会

で働いた経験を持ち，分別 を備 えてい ます。

そして，他の人 とうま く力 を合わせて働 く

能力 も持ち合わせています。彼女たちの，
しん し

目的に対す る真摯 さは，伝道に必要な霊性

の向上 を促 します。ですか ら，姉妹宣教師

たちはみたまに対 して敏感であ り，みたま

の導きにす ぐに反応 を示 します。

姉妹宣教師はその経験 と専門的な知識，

技術 を用い，全世界の教会 を確立 し，強め

てい く助 けをすることがで きます。宣教師

は皆，教会 に関心を持つ人々を見いだ し，

教育す る責任 を持 っていますが，姉妹宣教

聖徒の道/1983年6月 号 9
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彼は……静かな声で尋ねてきました。 「この素
　

晴らしい話をもう一度していただけませんか。」

』師
たち(ま た夫婦で伝道 に出ている人たち)

の 中には，それ とは別の責任 を与 えられて

いる人 もいます。大管長会か ら与 え、られた

指針によって，姉妹宣教師たちは教会員の

指導や訓練，福祉活動，訪問者センター，

広報活動，伝道本部要員，教育，神殿 ・系

図活動などの場で働 くこともで きるのです。

私たちはこの種 の責任 を， ひとつの短い

モ ットーで説明 します。「バプテスマを目標

に働 く宣教師 は人々 にゲームのルール を教

え，特別な責任 を与 えられている宣教師は

彼 らにルールに従ったゲームの仕方を教え

る。」 こうい う宣教 師たちは，教会 を確立

し，強 めるために派遣 され，会員がさらに

天父に近づ き，家族同士の結びつ きを強 く
ま

する助 けをします。菜園の種の蒔 きつけや

上手な家庭の夕べの開 き方 を教 えた り・ ま

た， レッスンや話の準備を手伝 った り，子

供が予防接種を受 けられるように助けた り，

文字 を教 える手助 けをした り，時間や財産

の賢明な用い方を教 えたりと， このほかに

もまだ まだた くさんの責任があ ります。 こ

ういったすべてのことは，神権指導者 の指

示の下に，会員が 自分の必要 を満た し，人々

に奉仕する力を増 し加えていけるようにす

るために行なわれます。

資格ある若い男性の会員は，皆伝道に出

るように求め られてい ますが，女性の会員

の場合 は本人の選択 に任せ られています。

女性の伝道 に関する教会の公式な声明は こ

うです。「女性は21歳 以上でなければ，伝
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道地で働 くことは許可 されない。 また若い

女性に，伝道 に出ることを義務 と感 じさせ

てはならないし，不当に奨励 して もな らな

い。伝道によ り結婚が妨げ られるならば，

推薦すべ きではない。」(「教会指導総合手引

き」p，60)姉妹 宣教師たちは平均年齢 におい

て，長老たちを上 回ってい ます。若い男性

が伝道 に召され るのは19歳 ですが∫女性の

場合は21歳 です。現在は，伴侶のいない年

配 の姉妹宣教師の数が増 えています。その

内の多 くは夫 を先に亡 くした姉妹たちです。

年齢 と選択， このふたつの要因がひ とつ と

なって，女性を非常 に献身的な宣教師 にし

ていると私 は信 じてい ます。周囲か らの期

待，圧迫感で伝道に出た姉妹 もごくわずか

ですがいます。 それで も， それが本人の決

定 によるものであることには変わ りあ りま

せん。

多 くの姉妹宣教師が犠牲 を払っています。

それは本当に心を動かされるものです。非

常 に多 くの姉妹宣教師が 自費で伝道 してい

るのには驚 かされます。だからこそ，自分

の力を十分に発揮 して，責任 を立派に果た

し，伝道 を成功させ ようという意気 ごみが

出て くるのです。

伝道 を終 えた姉妹たちに，宣教師生活の

ことについて尋ねると，一様 にこのような

答 えが返 ってきます。「伝道は私の人生 と私

自身に， ほかの どんな方法で も得 られない

大切 なもの を与 えて くれ ました。」 もちろ

ん，私 も同感です。
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私は伝道 に出る前に，伝道は人 を変える，

ひとたび伝道に出れば，それ まで とは全 く

別の人問になる， と聞か された ことがあ り

ます。私は今， その意味がよ く分か ります。

私が台湾， また香港， フィリピン，イン ド

ネシアで出会い，愛 した人々は，私の人生

を変 えてきました。彼 らは私に新たな心を

与えて くれたのです。

私 に最 も大きな影響を及ぽ した人 として，

ひ とりの人 を挙 げることはで きませ ん。私

の伝道生活は，出会 った人々，体験 した数

数の事柄すべての集積です。それで も，19

64年 の ある朝の ことは特 に強 く心 に残っ

てい ます。私 は同僚のメア リー・ジェーン・

デ ビッドソ ン姉妹 と， フィ リピ ンの ケ ソ

ン ・シティーの担 当地 区で，良い結果が出

るのを楽 しみにしながら，朝のチラシ配 り

をしていました。私たちはその前か ら，イ

エス ・キリス トの福音 を求 めている人 を見

いだせ るように導 きを祈 り求めていたので

す。舗装されていない道路 を歩 いていると，

オレンジ色の ドアに"15"と ペ ンキで書い

た建物が目に入 って きました。私たちはそ

の ドアをノックしてみたい という気持 ちに

駆 られ ました。

ノ ックに答えて出てきたのは，柔和な顔

付 きの年老いたフィリピン人でした。私た

ちは簡単 に教会の ことを紹介 しましたが，

オカンポ という名 のその老人はあま・り気乗

りのしない様子で した。 ところが，私は，

彼はこのメッセージを受 け入れ るという強

い気持ちを感 じたのです。それで私たちは，

神様について素晴らしいメッセージを伝 え

る機会が与えられれば， こんなうれしいこ

とはないと言い ました。

彼が言 うには， それまで も多 くの宣教師

が来たが，だれ も家の中には入れなかった

とい うことで した。 この時 も，あまり気が

進 まなかったのですが，最後には私たちを

家の中に入れて くれ ました。私 たちは彼に

ジョセフ ・スミスの物語を教えるべきだ と

強 く感 じました。 それ まで フィリピンで

会った人は大概流ち ょうな英語 を使 ってい

ましたが，彼の英語はそれ程ではあ りませ

んでした。 それで私たちはゆっ くりと話 し

ました。私たちの話が終わると，彼 は深 く

考え込んだ様子 をし，静かな声で尋ねてき

ました。「この素晴 らしい話 をもう一度 して

いただ けませんか。」

2度 目に読んだ時は，私たち自身もその

物語 に，前に も増 して強 く心を動かされ ま

した。2度 目を終 えた時 も，彼は強い感動

聖徒 の道/1983年6月 号 11
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「マ ー ケ ッ トヘ 行 ぐ前 に

，・・

よ う に助 け て下 さ い と， ・一 ・

を受けた様子でした。そして，本当にす ま

なさそうに，「もう一度だけお願いできない

でしょうか」 と言ったのです。3度 目の時

私たちは， ジョセフ ・ス ミスは予言者であ

り，確かに天父と御子にまみえた という聖

霊の証が一人一人の上に，前にも増 して心

地 よく，そして強 く注がれるのを感 じまし

た。

1週 間後の2回 目の レッス ンの時はバス

が遅れ，オカンポ兄弟 は家の外 に出て待っ

ていました。「来て くれないのか と思いまし

たよ。お聞かせしたい素晴 らしいことがあ

るんです。」

彼は第1回 目の レッスンの後 で，私 たち

が置いていったジョセフ ・スミスの証のパ

ンフレットを，一語一語辞書 を見 なが ら読

んでいたのです。家の中へ入 る手前の所で，

彼は私たちにジョセフ ・ス ミスの物語 を語

り始めました。彼がバ プテスマを受けたの

は，それか ら間 もな くの ことで した。

ジャワ中部のスマラン支部のサマ ド支部

長 も忘れ難い人物です。私 と同僚 は，彼が

支部の人々をさらによく指導 し，教える こ

とがで きるように，その助 けをする責任 を

与えられ ました。 当時インドネシア語 に翻

訳されていた伝道用や訓練用の資料はご く

わずかでした。

私たちは 日曜 日毎に約50分 ，サマ ド支部

長 と集会 を持 ちました。彼からは，断食献

金，教師養成，それに福音に関連 した事柄

を教 えて欲 しいと要請があ り，私 たち もイ

・家族のために一番よい物を買える

天のお父様にお祈りをします。J

ン ドネ シア語を自由に使 いこなす ことはで

きませんでしたが，最善の準備 をしました。

その集会 は必ず祈 りで始めました。祈 りが

終わると，彼はきまって こう言いました。

「姉妹たち
，皆 さんが準備 した ものを，最

善 を尽 くして，私 に教 えて下 さい。途 中で

時々，私がス トップをかけます。 それか ら，

その ことに関 してみたまが私 に教 えて くれ

ることをお話 します。」そして，実際その通

りの ことが何度 もあ りました。 これ らは私

の人生の中で最 も霊的な体験で した。

貧 しい暮 らしをしていたある姉妹が，私

にこう言った ことがあ ります。「姉妹，私た

ちも神殿 に行 けるように準備 をします。」何

と答 えた らいいのか分か りませんで した。

一体 どうした らその目的を達する ことがで

きるのか，私 には とて も考えられませんで

した。 当時，東京 に神殿が建築中で したが，

強いて最寄 りの といえば，その東京神殿が

そうだったのです。彼女は こう続 けました。

「家 にある不必 要な もの をすべ て売れば

一」 そこまで聞いて
，私は何度か訪問 し

たことのある彼女の粗末な家 を思 い浮 かべ，

不必要 な物 も売る といって も，一体何があ

るのか と首をか しげて しまいました。「それ

から，・どんなわずかなお金 も倹約 して貯金

すれば，55年 後には神殿へ行 ける と思いま

す。」私は感動 して，胸がいっぱいになり，

何 も言 えませ んでした。そ して彼女は こう

付 け加 えました。「姉妹，そ うする と私はま

だまだ長生 きしないと。だって55年 経 った

12



寧寧寧寧寧寧寧寧寧寧噸寧寧寧寧・寧寧寧率寧寧寧寧寧

ら，私110歳 よ。」私は今プロボのオフィス

で この一文 を書いていますが，家の外 に目

を向けるだけで，彼女があれほ どまでにあ

こがれていた神殿 を見 ることがで きるので

す。

ある扶助協会の指導者がいて，私たちは

彼女 と訪問教師の件 について話 し合 いを続

けてい ました。姉妹たち との連絡 という点

について話 し合 ってい る時 に，彼女がすま

なさそうに言いました。「姉妹，この支部の

会員 はだれ も電話 を持っていません。です

か ら，だれが助 けを必要 としているかは，

天父にお尋ねす るしかないのです……」彼

女 はいろいろな実例 を出して説明 して くれ

ました。彼女 はいつも朝，だれか自分の助

けを必要 としている人がいないか教 えて下

さい と主に祈ったそうです。そして，だれ

それを訪問 しなければな らない と，強い気

持ちを感 じた ことがよくあったそうです。

時によっては，食べ物な どを届 ける必要が

ある と強 く感 じた こともあると言います。

私は彼女の話 を聞いて，電話で真のコミュ

ニケー ションを妨 げて しまった ことが随分

あったのではないかと考 えさせ られて しま

いました。

ある時ダ栄養 と食事 とい うことについて

話 し合 っていた時，ある穏 やかなフィリピ

ン人の姉妹 が私に言いました。「御存 じだ と

思 いますが，私の ところには欲 しいと思う

ものを何で もそろえる経済的な余裕はあり

ません。ですか ら，マーケ ットヘ行 く前に，

わずかなお金を賢 く使 って，家族のために

一番よい物 を買えるように助 けて下さい と
，

ひざまずいて天のお父様にお祈 りをします。

食事 の材料 を買い込んで家 に帰ってか らも，

それをうまく料理できるように と祈 ります。

それか ら食事 という段 にな ります。そこで，

買いそろえ，料理 した物が家族の体 を強め，

健康の維持 に役立つ もの となるように祝福

して下 さいと天父 に祈 るのです。」私 は思い

ました，自分は食事の時に，何度形だけの

祈 りをして きただ ろうか と。

中部ジャワに，毎朝食事の準備をする前

に，一人一人 の姉妹がスプーンー杯の米 を

蓄 えるようにしている扶助協会があ りまし

た。 日曜 日にはそれをプラスチックの容器

に入れて，扶助協会の集会へ持 って行 きま

す。そ して，だれか病気で寝込んでいたり，

長 い間教会に顔 を見せない教会員がいたり

すると，集会 の後，姉妹たちが全員でその

聖徒 の道/1983年6月 号 13
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私たちはどこにいようと，どのような時であろうとも，

じ

互いに高め，助け，教え，強め合うためのすべての機

会を，心を開いて受け入れる必要があります。r

人 を訪問 し，集まった米の中か ら幾 らかを

置いて くるのです。 この ような模範か ら，

私は奉仕，献身などについて多 くのことを

教えて もらいました。

モルモン経がイン ドネシア語 に翻訳，印

刷 されていた時 に，私はインドネシアで伝

道 をしていました。 その時私は，多 くの人

人にモルモン経 を読むという素晴 らしい特

権 を与 え られ るよ うになった時，ジ ョセ

フ ・ス ミスやそれに関係 した人 たちが どん

な気持ちだったか，少 し知 ることができた

ような気が します。 ソロ というイン ドネシ

アの都市か ら伝道に出た私のひとりの同僚

は，夜寝る時にモルモ ン経 をしっか りと抱

いていました。

福音 を伝 える機会 は，思 いがけない方法

で与 えられることが よくあ ります。台湾で

一度そういうことを繹験 しました。前 に一

度 も中国語を勉強したことがなかったため，

私は，連 日その言葉 を覚 えようと苦闘して

いました。個別訪問 をしている時， 自分が

話す番で，その家の人が顔を見せた時は，

胸が ドキ ドキ しました。初めて相手の人 か

ら自分の中国語 を理解 してもらえた時の，

あの感動は忘 れられ ません。

ある朝，個別訪問をしていた時，ひ とり

のアメリカ人女性が ドアを開 けて出てきま

した。 まさか，アメリカ人が出て こようと

は予想 もしていないことで した。彼女の夫

が海軍にいたのです。私たちは，驚 きのあ

まり， 口から言葉が出て きませんで した。

そうしている内に相手の方から話 しかけて

きました。「まあ，あなたがたモルモンの宣

教 師で しょう。 どうぞ中へ入 って。私 も前

は教会へ行ってたの。」そして これが奇跡の

始ま りとなったのです。

彼女の夫 は教会員ではあ りませんで した

が，彼女自身は教会員で した。 しか し，教

会へは行っていませんで した。十代の息子

と娘がいて，ふた りともバ プテスマを受け

てい ましたが，やはり教会へは行 っていま

せんでした。有 り難いことに私たちは中国

語ではな く英語でこの素晴 らしい家族に福

音 を教 えることにな りました。その父親 も

最後 にはバプテスマを受 け，ふた りの子供

は伝道に出ました。 この夫婦は今，一緒に

神殿で働 いています。台湾の台南で，あの

素晴 らしいアメ リカ人の家族に出会 うな ど

と，だれが考 えたで しょうか。

こうい った様 々な経験 を通 して，私は伝

道活動に関してひ とつの大切 な教訓 を得 ま

した。それは，私が伝道生活の中で出会 っ

た人々が，私か ら何 ものか を学んだように，

私 もその人々から多 くの ものを学んだとい

うことです。私たちは皆互いに教 え合い，

霊的に成長 しました。私たちは どこにい よ

うと， どのような時であろうとも，互い に

高め，助け，教え，強め合うためのすべて

の機会 を，心 を開いて受 け入れる必要が あ

ります。私はそれを胆に命 じてい ます。
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伝道活動
ジェ瑠 ・ 藍リ、}

あ
る長老定員会の会長が，「私たちの定

員会 には素晴 らしい人がいっぱいい

ます」 と言いました。ただ し， その後があ

るのです。「で も，彼 らの中のある人たちは

教会 をさほど重要な もの と思ってない よう

なんです。」彼は深 く考え込むようにして言

い ました。「彼 らの心 を動かす方法が何かな

いでしょうかねえ。」

彼が語った言葉は，教会の至 る所で聞か

れ ます。 どこのワー ド部，支部 にも，教会

に来 ていない会員がいます。 また どのワー

ド部，支部 にも，そ ういった兄弟姉妹の生

活を変 えるための方法が何かないか と考え

ている指導者がいます。

これは現在の教会 だけの問題ではあ りま

せん。イエスは失われた羊，失われた銀貨，

失われた息子な どについて話をされ ました。

かつては共 にいた ものが，失われて しまっ

たのです。 これ らのたとえ話に添 えて，救

い主は質問の形で，私たちにひ とつの責任

を与 えられました。

「あなたがたのうちに
，百匹の羊を持 っ

ている者がいた とす る。 その一匹がいなく

なった ら，九十九匹 を野原に残 しておいて，

いな くなった一匹を見つけるまでは捜 し歩

かないであろうか。……

また，ある女が銀貨十枚 を持 っていて，

もしその一枚 をな くした とすれ ば，彼女は

あか りをつ けて家中を掃き，それを見つけ

るまでは注意深 く捜 さないであろ うか。」

(ル カ15：4，8;15章 全 体 も参照)

私 たちの責任 ははっきりしてい ます。 ま

た，主はその責任を果たすための手段 も与

えて下 さいました。 それが ホームティーチ

ングです。ハロル ド・B・ リー長老は1964

年 に こう言 っています。「伝道活動はまだ教

会員 となって いない人々に対 する ホーム

ティーチ ングに過 ぎません。 また， ホーム

ティーチ ングは教会員に対する伝道活動に

ほかな らないのです。」(Co卿 紹解61～6一

ρoπ 「大会報告」1964年10月)

再 活発化 をはか るための活動 について述

べた，素晴 らしい説教の中で，十二使徒定

員会 の二一ル ・A・ マックスウェル長老は，
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教会員でない人々への伝道 と同 じように，

「活発化 には改宗が必要です」 と言ってい

ます。 また，定例の定員会集会や日曜学校

のほかにも方法がある と指摘 しています。

「調査 によ ります と
， このセ ミナーへの

誘いを受 けた人 の30パ ーセ ン トが誘 い に

応 じています。 もうひ とつ 忘れないでいた

だ きたいのですが， これ も過去の経験 から，

適切 なアプローチ を受けた人 は10人 中8

人 までが，神権指導者 の訪問 を受 け入れ，

家庭で教 えを受けるようにな ります。兄弟

の皆 さん， こうした現実があるとすれば，

何を恐れる必要があるでしょうか。

こうした喜 ばしい統計か らお分か りのよ

うに，大切 なことは時機 をうかがって手 を

こまねいていることではな く，何 かを行 な

うことなのです。兄弟の皆さん，率直に申

し上 げます と成果が得 られない というのは，

何 もしようとしていないということです。

ある木彫 りの名人が， どうした ら木彫 りが

上手になれ るか と尋ね られて，ぶっきらぽ

うにこう答 えました。『彫 り始 めることさ。』

兄弟の皆 さん， とにか く彫 り始めようでは

ありませんか。」(『傷ついた兄弟』「聖徒の

道」1982年7月 号，p.68)

これ は大 きなチャレンジです。しか し，

ある指導者やホームテ ィーチャーたちは実

際に 「彫 り始めて」い ます。 自分の管理下

にある会員たちに対する働 きか けを推 し進

めることによって，彼 らは以前は考 えられ

なかったほどの進歩 を見せてい ます。

幾つかのステーキ部を含むある地区では，

定員会の指導者やホームティーチャーが教

会に来ていない会員の500軒 以 上の家庭 を

訪問しました。そのほとん どは以前，神殿

準備セ ミナーへの出席 の誘 いを断わ ってい

た人々です。指導者たちは彼 らにこう言い

ました。「あなたの家庭 に これ らの優 秀な

ホームティーチ ャーを週に1度 来 させて，

福音に関するレッスンを受 けてみませんか。

圧力をか けた り，何かをするよう求めた り

は決 してしません。私 たちはただ福音 の原

則 を説明するだけで，決定は，あなた と御

家族のなさることです。」

答えは果たしてどうだったで しょうか。

呼 びかけを受 けた家庭 の80パ ーセ ントが，

この 申 し出 を受 け入 れ ま した。ホーム

ティーチングという伝道活動 を通 して，400

家 族 がその祝福を受け ました。そして この

ような成功例が増加 してきてい ます。

教会 に来ていなかったある長老 は，1週

間のほ とん どを仕事で留守にし，家 にいる

のは大概，土曜の夜 と日曜の日中だ けでし

た。それでも彼 は，週に1度 のホームテ ィー

チングのことを言われた時， それを承諾 し

たのです。土曜の夜の最初 のレッスンを受

けた後 で，彼 は翌 日の教会の集会 に出る決

心 をしました。そして今では長老定員会の

会長会 の一員 として働 いています。

別の家族の場合 ですが，その父親はアル

コール中毒でした。彼 は1週 間に1度 のこ

のホームテ ィーチャーの訪れを受 け入れ，

奥 さんや子供 も段々 と教会に足 を向けるよ

うにな りました。 その父親はまだ長老見込

み会員ですが，格段の成長を遂げました。

また， このホームティーチ ングを通 して再

び活発 になった この家の長男 は，今専任宣

教師 として働いています。

ある若い夫婦は，神殿 に入 る必要 を感 じ

てはいたので すが，進 んで神殿準備 セ ミ

16
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ナーを受 けようというところまでは，いっ

ていませんで した。 しか し，彼 らも週 に1

度 ホームティーチャーが来て， レッスンを

する という申し出を受 け入れ ました。今そ

の若い夫はこう言ってい ます。「反抗するつ

もりはあ りませんでした。ただ，福音 につ

いて何 も知 らなか ったんです。」ある時，彼

はホームティーチ ャーに，「おふたりがそれ

ぞれに御家族を持 って，忙 しい生活をして

いることは知 ってい ます。我が家 に来 て下

さる ことを本 当 に感謝 してい ます。 この

レッスンは私た ちに必 要 な もの です」 と

言ったそうです。

ほかに も紹介で きる例 は，何千，何百 と

ありますが， これ らの成功例 にはひ とつの

共通 した要素があ ります。大切なのは，彼

らに知 って欲 しい と思 うことをすべて教 え

るのではな く，彼 らに受 け入れ る気持 ちが

あり，聞 くことのできる事柄 を教えるとこ

ろか ら始めるとい うことです。

そのふたつの差は非常に大 きな ものです。

家族の受容能力以上に教えるなら，恐 らく，
かんば

芳 しくない結果 を招 くことになるでしょう。

その家族は自己弁護的 にな り，私たちの言

鞭 馨 趨

窯 .

鐵 1灘
、 毒 、

響

ずセ
下 ■'ヒ

す 　 　

顯'・ 欝 灘
　 　ま

、 、 鑓
「'1

妻

獺

欝鰯1

灘

・
、r鱗

奉

鍵き

織織

響鰍

聖徒の道/1983年6月 号 17



●ホームティーチングという名の伝道活動聯 献 卵 醐 岬 献 卵 酬 酬 齢 伽 伽 齢 酬

葉 にそっぼを向き，レッスンを受 けた くな

い と拒絶 して くるでしょう。 レッスンの内

容 は伝わ らず，心の中にみた まの証が与 え

られる機会 も失われ，教える機会そのもの

がなくなって しまいます。

教会に顔 を見せてし.〉ない会員にアプロー

チする時のホームテ ィーチングを成功 させ

る上で基本 となるステップを挙 げてみたい

と思います。

1.レ ッスンを準備す る時， また実際 に

行なう時 に，みたまの導 きを祈 り求める。

自分が教 える事柄 をみた まに証 してもらう

ことより重要 な要素は他 にあ りません。私

たちは 「聖霊の力 によって一切の事の真実

であるかどうか」を知 るのです。(モ ロナイ

10=5)

2.訪 問先 の家族 に，何かをするように

強 く迫 るような レ ッス ンは決 して しない

という点をよく理解 してもらう。 レッスン

を受ける気持ちがあるかどうか を最初に聞

く時にそのことを話す。後になって，何か

チャレンジするようみたまがささや く時が

あるかもしれ ません。 しかし， もし機が熟

し，そういうささやきがあったとして も，

それはずっ と後の ことです。 ともか く当面

は，押 し付 けがましいや り方1まない とい う

ことを，はっきり知 らせてお く必要が あり

ます。例えば，次のように言 っ宅みてはど

うでしょうか。「ブラウン兄弟，今晩はひ と

つお願 いがあって参 りました。多分兄弟 も

興味 を持たれ ることと思います。私たちは

ふた りで，週 に1度 ，お宅へお じゃまし，

福音 に関するレッスンをさせていただきた

いのです。 この レッスンは強引なチャレ・シ

ジをした り，過度 な期待 をかけた りするこ

とはあ りません。私 たちは福音の原則 につ

いて話すだけで，それについて どう応 じる

かは，全 く皆 さんの自由です。」

ある定員会の指導者 は， この方法を用い

て相手か ら断わ られた こ とはほ とん どな

か ったと言っています。「まず第一 に，私は

最初 のアプローチは必ず夫婦がふた り共い

る時するようにしました。片方 しかいない

時 はレッスンの ことは話 さず，あらためて

訪問させていただきたい と言い ました。

それか らもうひ とつは，相 手が即座 に

ノー という返事をして こないように，予防

線 を張 ってお くこ とで す。 ホームテ ィー

チャーはい らない と言っていた兄弟 を訪問

した ことがあ ります。私 は彼 に，毎週訪問

して彼 と家族 にレッスンをさせて欲 しいが

どうか と尋ねました。それを言い終わ らな

い内か ら，彼がノーと言お うとしているの

が分か りました。 それで私は，彼がそれを

口にする前に，来週 また来るので，簡単 に

結論 を出さないで，それまでよ く考 えて欲

しいとだけ言いました。

翌週，再び訪問 しました。彼 は私 を見 て

驚いた ようで した。第1回 目のレッスンの

ことを少 し話 しましたが，やは り彼が断わ

ろうとしているのはす ぐ分か りました。私

はそれで彼の返事を待たずに，1週 問後 に

また来 るから， もう少 し考 えて欲 しいと言

い ました。

その次の週 も結局同 じことの繰 り返 しで

した。 これでは何の進歩 もない と思い始め

ました。 ところが，次の週，彼 は私が訪問

す るのを待たずに，自分から電話 をかけて

私 を招いて くれたのです。

1回 目のレッスンを終わった後で，彼の

18
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奥 さんが涙を浮かべながら私 に言いました。

『初めてです。マ ックが教会 に関心 を向け

て くれたのは。』」

3.こ のホームティーチ ングの次の段階

で注意すべ きは，担当家族の生活の悪い点

をチェックし，特 にそ こを強調 した レッス

ンを行 なうようなことは避けなければな ら

ない とい うこ とです。家族 が何か問題 を
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ホームティーチャーと担当家族の間

の心の通い合いは，レッスンの中で

使うどんな資料よりも大切です。

持 っていることが分かっても， その問題 に

ついてどうこう言ってはなりません。 しば

らくは，それが必要です。ほ とん どの人は，

自分が間違 づたことをしていることを承知

しているのです。そういう点を批判 して も，

彼 らを強めることはで きません。そうでは

な く，他の方面 に力 を注ぎ，彼 らが みた ま

の示 しを受 けるに任せるのです。

ある長老見込み会員 の例 を挙 げて み ま

しょう。彼 は教会へ行 くことを拒んでい ま

した。タバ コをすっていたからです。「教会

がそんなに大切だ とは思って もみ ませんで

した」 と彼 は言 っています。それで も彼 と

その奥 さんは， ホームティーチャーの週に

1度 の訪れ とレッスンを受 けることにした

のです。数週間後，彼が自分からその問題

を持ち出すまで，ホームティーチ ャーはそ

れについてはひ と言 も言いませ んでした。

3カ 月後， この夫婦は神殿準備セ ミナー

に出席するようにな り，今では毎週，教会

に来ています。 タバ コとの格闘 はまだ続い

ていますが，彼 はホrム ティーチャー とし

ての召 しを引 き受けてい ます。彼は今や，

「教会が聖徒を整えるためにあること」 ま

た，「すでに完成の域 に達 した人が休息する

何 もかも整 った施設ではない」 ことを理解

しています。(二 一ル ・A・ マ ックスウェル

『傷ついた兄弟』「聖徒 の道」1982年7月

号，P.69)

質 問攻めのレッスンも避 けなければな り

ぎせん。教会に来て いない会員の多 くは，

福音 に関す る質問をされると，居心地の悪

さを感 じるものです。ですか ら，逆 に，聞

きたい と思 っている ことはどん どん質問す

るように促 しなが ら，講義形式 でレッス ン

をするのが望 ましい と言えます。(視覚資料

をよ く使 うと，レッスンが面 白 くな ります)

5.訪 問 した先の家庭 を管理す るのは，

その家の父親である ことを忘れないで下さ

い。 その家庭 で開会や閉会の祈 りをする人

を決 める権能を持つのは父親です。父親は

準備ができていれば， 自分で祈 ることもで

きます。父親が 自分か らするようになるま

で， ホームテ ィーチャーは，その権能 を行

使 するよう父親 に促 してい くべきです。

6.担 当家族の受容力以上の ことを教え

てはな りません。教 えている家族が何 を必

要 としているかについてだけでな く，みた

まの ささや きに も敏感 な教師 は，家族 が

レッスンに心を閉ざしているか どうかを見

極めることができます。教 える内容 は福音

の基本原則 にとどめてお くのが賢明です。

あるホームテ ィーチャーたちは，初 めの2，

3回 は根 本的 な原則 を教 えるのが よい と

言っています。例えば，救いの計画，イエ

ス ・キリス トの瞭い， また，啓示は どのよ

うにして与 えられるか，、神の律法 と従順が

もたらす祝福，背教 と福音の回復， モルモ

ン経 な どの テーマで す6「 神殿 準 備 セ ミ

ナー」「福音の原則」「福音の基礎」などの

テキス トには， これらの基本原則を教 える

際に役立つ資料が多 く含まれています。

20
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この方法によるホームティーチングには持続性

があるのです。/度 レッスンを始めるようにな

ると，途中でやめる人がほとんどいません。

7.家 族 に何か をす るよう強引な約束を

させてはいけません。 ジョセフ ・ス ミスは

「私 は人々 に正 しい原則 を教え，人々 に自

らを治め させ る」 と言 い ま した。ホーム

テ ィーチャー も教会に来ていない家族 に対

して，教え，証 をし， これ と同 じ方法 を用

い ることがで きます。後にその家族が成長

し，進歩するようになってか ら，聖霊が 目

標の設定を提案するようささや くことがあ

るか もしれ ませんが， どういう目標にする

か は，彼 らの決定 に任せるのが普通です。

ユタ州に住むある長老見込み会員は，祈

りを頼 まれたり，質問をされ るのがいやで，

教会に行 くことを恐れてい ました。彼 は2

カ月間ホームテ ィーチャーのレッスンを受

けましたが，その後で夫婦 で神殿準備 セミ

ナーへの誘 いを受 け入れ ました。 そして，

まだ夫 の方には恐れ る気持 ちがあ りました

が，間 もな くふた りは教会 に出席 すること

を自分たちの目標 として定 めたのです。そ

れは彼 ら自身の決定であ り，福音 を学ぶこ

とによって得 られた成長の結果でした。彼

は現在，長老の職 に任 じられ，神殿で夫婦

の結び固めを受けてい ます。

8.教 義 と聖約第4章6節 で，主がその

僕 に与 えられた勧告 に従 って下 さい。「信

仰，徳行，知識，節制，忍耐ゴ兄弟の親切，

敬度，慈悲，謙遜，勤勉 などの諸徳 を忘る

ることなかれ。」

この勧告に従 うホームティーチ ャーは，

統計の数字やそれに類する事柄 よりも，担

当する家族の必要に心 を向けるようになる

で しょう。遅々 としたペースの変化 にも心

を寛大 に保 ち，また，性急 さの中からは自

分が望 む永続的な結果 は得 られない という

認識 を持って，愛 と犠牲 の業に献身するよ

うになるでしょう。

9.最 後 に，ホームティーチャー と担当

家族の間の心の通い合いは， レッスンの中

で使 うどんな資料 よりも大切であることを

忘れないように して下 さい。知識 よりも親

密な結 び付 きの方が大切なのです。

お互いの関係が あまりよくいってない夫

婦がいました。そのふた りが，毎 週ホーム

ティーチャーの訪問を受 け， レッスンを聞

くことにな りました。そ して，ホームティー

チャーの訪問が重 なるにつれ，次第にふた

りの仲 は修復 されていきました。奥さんの

方 が 後 で こ う言 った そ うで す。「ホーム

ティーチャーが来 て下 さっている時の夫は，

世界で最高の男性 に見 えます。今後 も40年

は続 けていただ きたい と思います。」

この方法 によるホームテ ィーチングの素

晴 らしさは，担当家族の実情 に合わせるこ

とがで きるとい う点です。何年 も前に他の

教会員の言葉 に深 く傷 つき，教会 の教 えは

何ひとつ聞 きた くない というひとりの兄弟

がいました。「教会の人間は皆偽善者だ」と

彼 は言いました。彼の家を訪問 していた定

員会の指導者はそれにうなずきも，反論も

しませんで したが，こう言いました。「私も

今 までの人生の中で，不正な こと，理不尽
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「ホームティチャーとしての責任は私の生活を全

く変えてしまいました。私はこういう人間になりた

'いというひとつの理想像をいつも持っていましたが，

今それに近づきつつあることを実感しています。」

なことを何度か見て きました。時々そうい

うことがあ りますが，悲 しいですね。」

この指導者の言葉に彼はびっくりしまし

た。そしてふた りのホームティーチャーを

家の中に入れ，それ について話 し合 ったの

です。

このホームティーチ ャーは こう言 ってい

ます。「私たちは，彼が心 の中にためていた

ものをすべて出し尽 くす まで， じっと耳を

傾けました。それか ら，特定の教会員の行

動には触れないように注意 しなが ら，全て
ゆる

を包み込む救い主の愛 と赦 しについて話 し

合いました。私たちは彼に，あなたは人 を

赦す能力 を伸 ばす素晴 らしい機会 を手にし

ているのです， と言いました。彼の家を出

る時に， またお じゃまして，福音 の教えに

ついて話 し合 いたいと言 うと，彼はいつで

も歓迎するか ら来て くれ， と返事をしまし

た。」

このホームティーチャーは以来，何度 も

彼の家を訪れ，彼が考 え方 をすっか り変え

てい く姿を目の当た りにしました。

教会に来ていない会員たちに対 して行な

われたホームティーチングがすべて劇的な

成功を収めたわけではありません。 しか し，

特筆すべ きことが あります。 この方法によ

るホームティーチングには持続性があるの

です。1度 レッスンを始めるようになると，

途中でやめる人がほとんどいませ ん。活発

に教会 に集 うようになるか， ならないか1ま

ともか く，これを受ける人 々はその生活 を

向上させてい くことでしょう。

有能 なホームティーチャーは人々の生活

を変 えることができます。福音 を学ぶ家族

は，人生の決断の時の基準 とすべ き，神が

授 けて下 さった知識 を蓄 えてい くでしょう。

ホームティーチングにあずかる人々の心 と

家庭の中には神のみた まが注がれるのです。

そして，家族はかつてなかったほどに愛さ

れ，受 け入れ られる とい う思いを強 くして

い くことでしょう。

また， この方法によるホームティーチ ン

グは， ホームティーチャー自身にも大 きな

影響を及ぽすはずです。最後 に，あるホー

ムテ ィーチャーの言葉 を紹介 します。「問題

や試練が出て くるか もしれ ません。で も，

頑張 り通 して，担当する家族の力にな りた

い という気持 ちを彼 らに分かって もらうの

です。そうすれば，彼 らは成長 してい くと

思います。効果的に教えるためには，時間

と努力が必要です。 しか し全力 を尽 くして

ホームテ ィーチングを行 なう人 は，みた ま

の導きを目の当た りにすることができます。

誇張す るつ も りはあ りませんが，ホーム

ティーチ ャー としての責任 は私の生活 を全

く変えて しまいました。私 はこうい う人間

にな りたい とい うひ とつの理想像 をいつ も

持 ってい ましたが，今 それに近づ きつつあ

ることを実感 してい ます。」一
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(マ ル コ12-3。 ル カ15-22)

6.

A。 ダ ビデ王 と救い主 は私の家系か ら出 ま

した。

B。 夫が亡 くなった時，私 はしゅうとめと

共 にベツレヘムに移 りました。

C.私 はしゅうとめに 「わた しはあなたの

行かれる所へ行 き， またあなたの宿 ら

れ る所 に宿 ります」 と告げました。

(ル ツ1：4-7，16-19;4：17;マ タ

イ1：5-16)

7.

A.私 は父が見た不思議な示現によって福

音 に改宗 しました。

B.私 は主の 「みた ま」に満たされて地に

倒れた私の女主人 を起 こしました。
きさき しもめ

C.私 は レ ー マ ン 人 の 王 の 后 に仕 え る 碑 で

した 。

(ア ル マ19：16-18，28-29)

8.

A.私 は貧しい人々を助け，施 しをするな

ど，数々の良い行 ないをしました。

B.私 はキ リス トの弟子でした。

C.私 は使徒ペテロによって死か らよみが

え りました。

(使徒9：36-41)

9.

A.私 は夫 と共に新天地に出発 するため，

家や友人 を捨て ました。
まぽろし ふけ

B.私 は夫に，彼が幻 に耽 る人であり，そ

のために息子 は死 んで しまい， 自分た

ち もこの荒野で死 んでしまうなどと不

平 を言いました。

C.約 束の地で私の子供たちは，敵対 し相

戦 うふたつの民に分かれて しまい まし

聖徒 の道/1983年6月 号

た 。

(1二 一 フ ァ イ2'4-5，51-3，

ヤ コ ブ1：13-14)

10.

A.私 はペルシャとメデアの王妃 となった

ユダヤ人の少女です。

B.聖 書の中の一書 は私の名前で呼ばれて

い ます。
か

C.私 は 自 分 の命 を 賭 けて ， 私 の 民 が 滅 ぽ

さ れ る と こ ろ か ら救 い ま した 。

(エ ス テ ル2：5-7，10，17;7：3-

6;8：3-17)

11.

A.私 は神の 「みたま」に満たされて地 に

倒れ，死んだ ように横たわっている.夫

の傍 らにまる2日 間付 き添 ってい まし

た。

B.主 の御使いか ら福音を聞いた時，私 も

「みたま」に満た され，あたかも死ん

だかのように倒れて しまいました。
しもめ

C.福 音 に改宗していた私の碑が私 を起 こ

して くれ ました。

(アルマ19：2-5，11-12，14，29-30)

12.

A.救 い 主は私か ら7つ の悪霊 を追い出し

て下さいました。

B.私 はイエス様が復活なさった ことを弟

子たちに告げましたが，彼らは私を信

じませんで した。

C.私 は復活後のイエス様 を見た一番最初

の人間です。

(マルコ16：9-111ヨ ハ ネ20：1-2，

11-18)

瞳 正 解は37ペ ー ジの右下にあります。
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祝福師の祝福

祝 福

祝福師は霊感のま

まに，祝福，霊的な

賜，約束，勧告，訓

戒，警告な どを授 け

ますが，聖 ぎみたま

の促 しを感じた時 に

は，それ らに加えて，

血統 の宣言をします。それは本質的 にひ と

つの予言 とい うことができます。

祝福師 の祝福 は謙遜に， また祈 りの気持

ちで，何度 も読み返すべ きものです。祝福

師の祝福 は極めて個人的なものですが，家

族 に見せることはかまいません。 これは主

が与えて下 さった勧告，約束，知識 であ り，

私たちを導 く神聖な指針です。 しかし，将

来我が身に起 こることを細かに述べ，すべ

ての疑問に答えを与 えて くれるもの と期待

すべ きではあ りません。伝道や結婚 などの

人生の大事 に関 する祝福 の言葉がなかった

としても，決 してそれらの祝福 にあずかれ

ないとい うわけではあ りません。私が受け

た祝福 は短い もので，祝福文は1枚 の紙の，

片面の4分 の3程 度で す。それで も私 に

とってはまった く申 し分のない，完全な も

のです。

ヒーバー ・」 ・グラン ト大管長が， 自分

が受 けた祝福師の祝福の長 さについて語 っ

た言葉を見てみましょう。「その祝福師は私

の頭 に手 を置 くと，短 く祝福の言葉 を述べ

ました。タイプライターで打 って，3分 の

1ぺ 一ジ ぐらいのものです。その祝福 は今

に至 るまで，私の人生 を予 言 して き まし
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た 。」(ジ ェー ム ズ ・R・ ク ラ ー ク編 ，躍6ss㎎6s

げ 孟勉6Fケ3渉P名osづ46η ⊂γ(ゾ 孟hθChz6名6h(ゾ

形s郷Chπsど(ゾ 乙認陀処4`Z夕 諏 初 孟s，Book-

craft，1965-76，5：152)

祝福の成就

ジョン・A・ウイ ツ

ッォー長老は次のよ

うに言っています。

「与 えられた約束 の

実現は現世だけでな

く，来世で もあり得

る ことをいつ も・らに

留めておかなければならない。約束 された

祝福が現世で実現 しなかった ことで，時折

つ まず く人がいる。 この ような人は，福音

においては，様々な活動を伴 う人生が永遠

に継続 し，地上の活動は天上へも継がれる

ことを銘記 していないのである。 しかも祝

福を与 える御方，すなわち主は御 自分の 目

的にかなう限 り，祝福が私たちの生活の中

で実現 され るようにする権利 を保有 してお

られる。私たち も， また祝福 も主のみ手の

中にあるのである。 しか し，福音の律法 に

従 った時に，約束 された祝福が与 えられた

とい う証 が た くさん あ る。」(励 ∫虎nc6s

σ多z`!R660%6〃 宛あo銘sラBookcraft，p.323)

そ の良い例が，私の父が受 けた祝福師の

祝福 です。父は祝福の中で，「多 くの美 しい

娘」に恵 まれ ると言われ ました。父 と母の

間には5人 の息子が生まれましたが，女の

子はひとりもできませんで した。 しかし，

父母が息子た ちの妻 を娘 として扱 った こと



私たちは自分に与えられた祝福師の祝福を読み返す度に，

証を強く確かなものとし，

より大きな人生の目的を持つことができます。

は言 うまで もあ りません。去年の夏，親族

の集いがあった時，私 は父の孫娘たちが，

小さな子供や年寄 りの食事の手伝いや世話

にかいがいしく働いている姿を見て，父の

祝福が文字通 りに実現 した ことを知 らされ

ました。確かに，父は多 くの美 しい娘たち

を授けられたのです。父に祝福 を与えた祝

福師は，霊的な洞察力をもって， この世 を

超えたところに目を向けていました。 この

世 と永遠の世界 を分かつ線がな くなってい

たのです。

祝福師には自分 自身が与える祝福は何 も

あ りません。祝福師の祝福は，主か ら授 け

られる ものです。神は私たちの霊 を御存 じ

であ り，長所短所 を御存 じです。また私た

ちの可能性，潜在的な力 をも御存 じなので

す。祝福師の祝福 の中には，私たちへの主

の期待，私たちの可能性が示 されてい ます。

そ して，落胆 した時 には励 まし，恐れがあ

る時 には力づけ，悲 しむ時 には慰め，不安

に満た され た時は勇気 を与 え，霊 が弱 く

なった時は奮い立たせて くれるのです。

父親の祝福
ジョン・A。ウイ ツ

ツオー長老は こう述

べています。「誓約の

下に生 まれた子供を

持つ父親 は皆，その

子供 に対 して祝福師

である。そして自分が持 ってい る神権の権

能によってその子孫 に祝福 を与 える権利が

ある。」(Eθ 躍6η6εsαη41弛60π6ガ1彪渉∫oηs，

p.321)

大管 長会 は以下のような声明 を出してい

ます。「父親 には子供 に祝福 を授 ける役割が

課せ られている ことについて，新たに注意

を喚起 したい。一般に，血統を宣言す る責

任はステーキ部祝福師 に任 されてお り，正

式の祝福師の祝福 に関連 して宣言 され るべ

きであると考 えられている。 しかし，父親

が子供 に父親の祝福を授 ける時に，血統を

宣言するよう霊感 を受 けるならば，そうす

ることをとどめてはならない。その門戸は

開かれている。

子供が兵役 に就 く時， また学業や伝道の

ために家庭 を離れる時， その他状況に応 じ

て，父親は子供に父親の祝福 を授 けるよう

にしていただきたい。」(「教会指導総合手引

き」p.42)

イスラエルの家への養子縁組

最近，イスラエル

の部族の特定の血統

に属 さない人々の改

宗が増えています。

彼 らはイスラエルの

血統ではないか ら何

の祝福 も受 けられな

いと考 える必要はありません。
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祝福師の祝福

パ ウロは，信仰 によるイスラエルの家へ

の養子縁組について繰 り返 し書いてい ます。

「しか し
，神 の御霊 が あな たがた の内 に

宿っているなら，あなたがたは肉におるの

ではなく，霊 におるのである。 もし，キ リ

ス トの霊 を持たない人がい るなら， その人

はキ リス トのものではない。」(ロ ーマ81

9〉さ らにこう言っています。「彼 らはイス

ラエル人であって，子たる身分 を授 けられ

ることも，栄光 も， もろ もろの契約 も，律

法を授けられることも，礼拝 も，数々の約

束も彼 らの もの，」(ロ ーマ9：4)

ベ ン ジャミン王は信仰深い人 を 「キリス

トの子……キ リス トの息子や娘」 と呼び，

「信ずるから」「精神を新に」す ることがで

き，霊的な再生 によって，キ リス トの家族

になった と書いてい ます。・(モーサヤ5：

7)

イス ラエルの家の民に与 えられる祝福が，

血統を通 して もた らされるか， それ とも養

，子縁組 を通 してもたらされ るのかは問題で

はありませ ん。 ジョン ・A・ ウイッツオー

長老はこう言ってい ます。「この血統が直接

血を継 いだものであるか養子縁組であるか

は問題ではない。」(E∂ ゴ砲η66s伽4R600η 一

σ」勿あo翅s，p.322)

アブ ラハ ムの書に こうあ・ります。「われ万

国の民を汝の名 によりて祝福せん。 この福

音を受 ぐる者は皆汝の名により、て呼ばれ，

汝のすえに数 えられ，立ち上 りて汝をその

父 として祝福 すれ ばな り。」(ア ブ ラハ ム

2：10)
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ジョセフ ・ス ミスは次のように教えてい

ます。「聖霊が文字通 りのアブラハ ムのす え
くだ

に降る時， それは穏やかで安 らかな もので

す。……そ して聖霊が異邦人 に望 むと，古

い血を除 き，本当にアブラハムのす えとな

るのです。(生 まれなが らに)ア ブラハ ムの

血 を受 け継 いでいない人は，聖霊 によって

新 たな人 とな らなけれ ば な りません。」

(T6`z6h♂ngs(ゾ 渉hθP侶01)h6`ノbs角ウhS窺 髭h，

pp.149-50)

も し私たちが，主の望 まれる道 にとどま

らなかった としたらどうなるで しょうか。

しか も， この世の基が定 められ る前か ら，

その道 を踏み行なうようにと主から命 じら

れていたのか も知れないのです。主がサウ

ロに言われたように，あなた も 「異邦人た

ち，王たち，またイスラエルの子 らにも」

主のみ名 を伝 える器 として，選 ばれた者で

す。(使 徒9：15)祝 福師や父親か ら宣言さ

れた祝福 にふさわ しい生き方をするように

努めて下 さい。

私が祝福師の祝福 を受 けたのは，まだ12

歳 の少年の時でした。私はその短い祝福の

言葉か ら，神 の王国を打 ち建 てるみ業の中

での自分の責任，働 きについて重要なこと

を学 びました。

皆 さんが父親 という祝福師， また聖任 さ

れた祝福師 を通 して主か ら約束 された祝福

にふさわしい生活をし，それを実現す るよ

うに求め， そのために努めて 自分 自身の状

態，環境 などを整えられるように祈るもの

です。
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ブ ル ー ス・C・ ヘ イフェン

ッ.れ を書 くに当たって，私はみたまの

曳一 導 きが与えられるように と心か ら願

わずにはい られ ません。 これか ら述べよう

とする このテーマが非常に大切な， また微

妙 なものであ り，独特 なものだからです。

「福音 と恋愛」 これがそのテーマです
。

このテーマについて考えなが ら，私 はそ

の神聖 さを感 じています。 また， このテー

マは細心の注意を払って論ずべ きものであ

り，心 の奥底に厳粛な思いが湧いて くるの

を感 じます。通俗的な文学，映画，雑誌な

どで も何度 も何度 も取 り上 げられています

が，男女の愛はイエス ・キ リス トの福音に

おいて も， その中心 となるべ きものです。

「人はその父 と母 を離れて
，妻 と結び合い，

一体 となるのである
。」(創 世2：24)こ れ

は神が与え られた律法の中で も，最 も素晴

らしいもののひ とつです。 また， このよう

にも言われてい ます。「主 にあっては，男な

しには女はない し，女 なしには男 はない。」

(1コ リン ト11：11)

十二 使徒定員会のボイド ・K・ パッカー

長老は次のように書いています。「男女の愛

は……人生の ごく一部 を成すだけのもので

はあ りませ ん。それ どころか，人生そのも

の に重大な影響を及ぼす ものなのです。 こ

れ は非常に神聖なものです。 これな くして

豊かな人生 は考えられませ ん。実際， これ

な くして 日の光栄の王国の最 も高い位に入

ることはできないのです。」(彫6甥 認Lo∂ ε，

SaltLakeCity：DeseretBookCo.，1973，

P.6)
め

アルマは浮かれ女イサベルに心 を惑わさ

れた不柔順 な息子 コリアン トンヘの言葉の

中で， このテーマに関 して別の側面がある

ことを説 きました。「わが子 よ。罪のない者

の血を流す ことと，聖霊に逆 らうことを除

いて， このような行いはあらゆるほかの罪

以上に，主の 目か ら憎むべ き行 いであるζ

とを知 らないか。」(ア ルマ39：5)

純 潔 の律法を守 る・§き理 由として，妊娠

や堕胎の恐れ，また祝福 して くれ る人がい
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42：101ヒ ラ マ ン12：41教 義 と聖 約

20：20;モ 」 セ6：49参 照)そ れは理由の

ないことではあ りません。高価 なる真珠 に

はこう書かれてい ます。「サタ ンは彼 らの中
め

に来 り……彼 ら……サタンを神 よりも愛で

た り。人 はその時よ り， 肉体，肉欲，悪魔

に従 う者 とな り始めた り。」(モーセ5：13)

そ して，ついにあの悲劇の時が訪れ，カイ

ンが弟のアベル を殺 したのです。

その後のカインの言葉 は，彼が自分の永
たましい

遠の魂 と引 きか えにこの世的な富を与えて

くれる とい うサ タンの約束 を完 全 に信 じ

切 っていた ことを示 しています。次のよう

に書かれています。「カインその弟アベルに
た

、反抗 して起ちこれを殺せ り。カイン己れの
な

為 したることを誇 りて言いけるは，われを
さまた

妨 ぐる者な し。」(モ ーセ5：32-33)し か
一し
，「われを妨 ぐる者 なし」つまり自分は何

にも束縛 されていない と言ったその 時 こそ，
みじ

カインは最 も惨めな罪の奴隷 となっていた

のです。

皆 さんは教会の指導者が不道徳な映画や，

それに類するテレビ番組 を見 ないようにと

勧告する理由を理解 してお られ るで レよう

か。私た ちの周 りには，麻薬，アル コール，

俗悪な音楽， そして堕落 した社会か ら産み

出される様 々な物が，魚 を取 り囲む水の よ

うにあふれてい ますが，指導者がこれ らの

物 を避 けるように と言うのはなぜで しょう
あなど

か。 これ らの物を侮 ってはいけません。戦

いが終わ りに近づき，あらゆる策略が用い

られてい るのです。
辱 純潔の律法の非常に重要な部分を占める

，

よ り肯定的な面について述べてみたい と思

います。パ ッカー長老はこう書いています。

r若人の皆さん……教会が求 める様々な標

聖徒 の道/1983年6月 号

準は愛へ通ずる道 なのです。必要な所 には

しっか りとガー ドレールが設 けられ……道

に沿 って助けが備 之られています。教会は

愛の周 りに囲い を作 って，台 分をそ こか ら

占め出そうとしていると考える若人がいま

すが，それは愚かな考えです。……たとえ

盲 目的な従順 にせよ，無意識な ものにせよ，

教会の標準に従 う若者 は幸いです。そのよ

うな人 は大 きな喜びを味わうようになるで

しょうρ」(E陀 耀αJLo泥 ，pp.5-6)

聖典 や予言者の言葉を正 し く理解すれば，

道徳的に正 しい生活 をす るようにとの勧告

は，恋愛が悪ではな く，非常 に善なるもの

だか らこそ与 えられた ということが分かる

はずです。恋愛は善であるだけでな く，清
たつと

く，貴 いものであ り，神聖でさえあるので
ろう

す。サタンが最 も卑劣な手段 を弄 してこれ

を汚そうとしている理由はそこにあ ります。
いや

サタンは卑 しい情欲の像 を世の人々の前に

押 し立て よう としていますが，それは雑踏

に面 したいかがわしい宿屋から聞こえて く

る，下品な酔い どれ男たちのばか騒 ぎから

想起 され るような ものです。そ こでは高潔
あざけ

な女性像 という花 は，嘲 りと残忍な仕打ち

の中で，いつか汚れた足 に踏みにじられて

しまいます。一方，高い峰々に守 られて人

が足 を踏み入れたことのないさわやかな渓

谷の岩肌には，値 をつけることので きない

美 しい花が，何の汚れ も知 らずに咲いてい

ます。 この花 は数少ない勇者 に与 えられる

賜 として，そび え立つ岩肌を代価 を払って

も登 りつめて くる人 を待 ってい ます。求め

られる代価 には，忍耐，従順，揺 るぎない

献身などがあ りますが，伴侶 と子供 に対す

る生涯変わ らぬ無私の働 きけ，神 に仕える

ことと同 じです。
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道徳的に正しい生活をす

るようにとの勧告は，恋

愛が悪ではなく，非常に

善なるものだからこそ与

えられたということが分

かるはずです。

いつの日か真実の恋愛をしたいと思 って

いる人々に，正 しい生活 を基 とする実際的

な事柄を8項 目ほど提案 したい と思います。

1.生 命 と，人間が持つ生命を もた らす

力 を尊んで下 さい。皆 さんの肉体 は神殿で

す。神聖な宮居なのです。神のみたまが住
い けい

まう所として建てられた神殿に対する畏敬

の念を自分自身の肉体に対しても持って下

さい。わたしたちの肉体は人間の生命の種

子を宿すところであり，神御自身が定めた

もうた律法に従って，自分が選んだ伴侶 と
はぐく この

共にこれを大切 に育 んでい くのは，「好 まし
きこ ほ

きこと， よき聞えあること，あるいは褒 む

べきこと」・なのです。(信 仰箇条13)

2.交 際期間中の愛情表現は，慎 みを常

に忘れないようにして下 さい。 この慎み と

い うことを，いつ， どの ように，だれにと

いう点 と比較 して考えてみると，思慮 に欠

けると言わざるを得ない例が よく見受 けら

れます。愛情表現の欲求がすべて真の愛 に
、

発露するものとは限 らないことをはっきり

と認識 してお く必要があります。

キスはいつかそれが必要 となる日が来 る

まで，大切に取 ってお きなさい と言 った人

がだれかいた と思 います。疑 うことを知 ら

ぬ友人の心の中に自由に入る ことを許され
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た時，あなたは神聖な場 に立った ことにな

るのです。その ようになった場合， あなた

は愛 とその表現 に関 して， 自分 自身 と相手

に対 して誠実でなければな りません。

3.ま ず初 めに友達であって下さい，恋

人であるのはその次 です。若い男女 の関係

はピラミッドのようでなければなりません。

その ピラミッ ドの土台 となるのは友情です。

その上に時間，相互理解，尊敬，慎 みな ど

が積み上げられてい き，頂上に恋愛 とい う

光輝 く小 さな神秘があるのです。砂漠 を行

く疲れ切 った旅人が遠 くからこのピラ ミッ

ドを見た時， まず目に映るのは頂上にきら

め くあの宝石です。 しか し，近づ くにつれ，

高い所 に置かれた恋愛 という宝石 を下か ら

支 えるものがすべ て見 えて き ます。 ピラ

ミッドを逆さにし，その頂点ですべての重

さを支えようとしても，決 して長 くはもち

ません。 それ は少し考えれば分かることで

す。別な言い方をすれば， まず友達であ り，

次に恋人であ りなさい ということです。 こ

れを逆にしてはな りません。逆 にしてしま

うと，自分たちは甘い関係の恋人同士だ と

思っていても，親 しい友情関係 は築 けない

ということが起 こり得 ます。そして，それ

に気づいた時はもう遅過 ぎた とい うことに

もな りかねないのです。

4.自 己 を鍛練 し，感情 を制する力を養 っ

て下 さい。ダ ビデのようであつてはな りま
ごと

せん， ヨセフの如 くであって下 さい。 ポテ

パルの妻が，夫の僕 としてその家で働 いて

いた若 きヨセフを，悪知恵 をめ ぐらして堕

落 させようとした時のことを，聖典は， ヨ

セフは 「外にのがれた」 と簡単に記 してい

ます。(創 世39：12)誘 惑 は抵抗す るより

も，避けた方が よい とい うことを， ヨセフ



は知 っていたのです。

対照的 にダビデ王 は，長年神 に忠実に仕

えていたにもかかわらず， どうしたものか，

誘惑 に対 す る自分 の力 を過信 する ように

なっていました。悲 しむべ きことに，彼 は

悪 をもてあそぼうとし，結果的 にはそれ に

よって身を滅 ぽしてしまいました。 自分の

家の屋上 を歩いていた時，ダビデ王 はそう

遠 くない所に，体 を洗っているひ とりの女

性 を見ました。その女性 は非常 に美 しい人

でした。 ここでダビデは 「外 にのがれ」な

かったのです。それ どころか，人 をつかわ

して彼女の ことを探 らせ，自分の もとへ連

れて来させ ました。 これがイスラエルで最

も偉大な王の破滅への第一歩で した。(サム

エル下11参 照)

交 際期間中は，たとえ自分たちの間には

真実の愛 という基盤が育 ってい るという自.
おさ

信がある時でも，感情 の高 まりを抑 え，そ

の愛 と，人生が持つ可能性に対する心か ら

の畏敬の念を示 し合 うようにして下 さい。

最後の一線 を越 えさえしなければ何をして

もよい という偽 りの教 えにだまされてはな

りません。それは偽 りです。 というのは，

ひ とつの ことをすればさらに次の段階へ押

し流 されて しまうというだけでな く，他の

人の体 に触 れるという行ないは，決 して見

過 ごしにはできない性的な行為に数 えられ

るべ きものだか らです。それは純潔 とい う

至聖所の中で聖 く保たれ るべ きものなので

す。愛 と情欲の境界がどこなのか判断で き

ない場合は，灰色の部分は捨てて，愛の領

域 とはっきりと断言できる所 に線 を引いて

下 さい。崖に近 づかなければ，そこから落

・ちることはあ りません。

5.永 遠 の伴侶 となる人 を捜そうとする

聖徒 の道/1983年6月 号
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時は，常 に聖霊が共 にいて下 さるように求

めながら生活 して下 さい。聖霊はいつもあ

なたを導いて下 さることで しょう。結婚 し

たい と思わない人 とデー トをしてはいけま

せん。・結婚 すべ きでない人を好 きにな り，

心 を奪われ てしまってか らでは，その人か

ら離れられるようにと主の導きを求めるこ

とはできません。永遠 の伴侶 となる人 を見

つけ，永遠 の絆を築 こうとするなら，聖霊

の導 きが必要です。何 をする時でもそうで

すが，聖霊 の導 きの必要性は将来 において

も変わることはあ りません。霊的な導きを

得 るための鍵は， どれだ け長 く祈 り， また

どの ような順序， どのような言葉で祈 るか

ではあ りません。霊的な導きを得 るための

鍵は， それを受けるためのふさわしさとい

う一点 に尽 きます。

聖典の勉強 をする時に，教義 と聖約63：

16と121：45-46を 比較 してみて下 さい。
おこ

最初 の聖句 には，「女を見て欲情 を起 す者あ

らばφすなわち もし誰 にて も心の中に姦淫

をな」す人 は，3つ の非常に危険な結果を

招 くと書ふれています。 まず，彼 らにはみ

た まが与えられない。1第2に ，彼 らは信仰

を拒 む。第3は ，恐れを抱 くようになると

いうことです。

一方
，欲情 を起 こすことによって引き起

こされるこれ ら3つ の結果 とは正反対に，
おもい

「絶 えず徳 を以て…… 想 を飾 るj人 にもた

らされる結果が，121：45-46に 記 されて
と も

います。 まず，聖霊 が常に伴侶 となると書

かれてい ます。 また，信仰 を守るな ら，神

権の教理が天か ら下 る露のように魂をうる

お して くれます。そ して徳 をもって心 を満

たす人は，欲情 を起 こす人が感 ずる恐れ ど

は対照的に， 自ら信 ずることが神の前に強
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愛と情欲の境界がどこな

のか判断できない場合は，

灰色の部分は捨てて，愛 .

の領域とはっきりと断言

できる所に線を引いて下

さい。崖に近づかなけれ

ぱ，そこから落ちること

はありません。

くなるのです。

6.異 性 との交際が うまくいかない時に，

いつ も落胆 していた り，心配 し過 ぎた りす

ることのないように しましょう。'世の中の

人が皆 あなたを好 きにな り，あなた と結婚

する必要はありません。ひ とりだけでよい

のです。

落胆は， 自分 自身 について知 ろうとする

人ならだれでも経験する不安が，ひ とつの

形 となって現われたものである場合が多い

のです。よい対人関係 の中で自分自身の価

値をはっきりと認めて もらえない と， 自分

の人生は本当に価値があるのか と疑 い始め

るようになります。 自分自身に対するこの

種の懐疑は既婚，独身を問わず，ほ とん ど

の人に生涯つ きまとうより大 きな問題の ご

く一部 に過 ぎません。時々私たちは，主は

自分を愛 してお られるのだろうか，自分は

人々から愛 されているのだろうかと考 える

ことがあります。そ して誤 った考 えに陥 り，

人の評判，富，名声など成功の象徴 と考 え

られ るものを追 い求めるようになるのです。

だれかが自分の体 に触れるの をそのまま

にした り，一時的に解放感を与えはしても
う

後 で罪悪感を引 き起 こす習慣 に憂き身をや

つす人 も中にはいます。場合 によっては，
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愛 のない結婚 をする人 もい ます，それ も，

自分 を選んで くれる人 もいるのだ とい うこ

とを人に示すだ けのためにです。 しか し，

結局の ところ一番大切 なのは， 自分の生活

を主か ら正 しいもの と認 めていただ くこと

なのです。 もし私たちが主のみこころを知

るにふ さわ しく，それ に従お うとするなら，

後の ことはすべ て自然 に解決され ます。神

を愛す る人々にはすべてが益 となることを

忘れないで下 さい。(ロ ーマ8：28参 照)

中年 になるまで結婚の機会が訪れて来な

い人 もいるでしょう。で も 「待 った分だけ，

倍 も素晴 らしい」結婚 になるか も知れませ

ん。(動67%JLo昭 ，p.17〉 現世 において結

婚の機会 に恵 まれない としても，主の時の

見方か らすれば，忠実であ りさえすれば，

永遠の愛の約束は依然 として変わることが

ないのです。
し つう かんつう

7.私 通 ，姦通 はもとより，同性愛，堕

胎 も是非 とも避 けなければな りません。 こ
ゆ ゆ

れ らは由々 しき大罪です。強制的に堕胎を

させ ようとする人 はもちろん，それ に手を

貸そうとす る人 も伝道に出る特権を危 うく

してい ます。教会法廷に出頭 を求められ，』

会員資格 を問われる ことにもな りかね ませ

ん。

8.不 幸 にして， これ まで述べてきた道

徳的な罪を過去 に犯 した とい う人がいるか

も知れ ませ ん。 しか し，完全な赦 しを得る

ための道が備 えられてい ます。聖典 の中で，

次に挙げるイザヤ書の言葉 ほど素晴 らしい

約束はあ りません。「たといあなたがたの罪
ひ

は緋のようであって も，一雪 のように白 くな
くれない

るのだ。紅 のように赤 くて も，羊の毛の よ

うになるのだ。」(イ ザヤ1：18-19)

犯 した罪が重大な ものであるなら，監督



の所に行き，自分から完全な告白費しなけ
つ ら ド

ればな りません。そんな辛い ことが と思わ

れるか も知れません。 しか し， それによっ

て，今考 えている以上に希望に満ちた，素

晴 らしい目的 と心の安 らぎを得 ることがで

きるのです。

告白をした後， 自分は主の前 にどの よう

な者 となるかを知 りたい と思 う人には，七

十人第一定員会のボー ン ・J・ フェザース

トーン長老の言葉を読むようにお勧 めしま

す。 フェザース トーン長老は1980年10月

総大会で，大 きな罪 を犯 した場合の悔い改

めについて話 しました。率直で愛の精神 に

満ちた この説教の中で最 も強 く心に残 るの

は，勇気 と信仰 をもって自らの罪 を告白し，

必要な ら教 会か らの処分 に従 お う とす る

人々に対す るフェザース トーン長老の思い

や りが表 われてい る部分 です。私 もフェ

ザース トー ン長老の考 えに非常 に共鳴 して

い ます。 その中の一部 を引用してみたい と

思います。

「私はこれまでに
，重大な罪 を犯 した数

多 くの人々の告 白を聴 きました。そして真

に悔い改 めた罪人が私の部屋 を後 にするた

びに，私 は机 のうしろでひざまず くか頭 を

たれて，次のように祈 りました。『主よ，ど

うぞあの人の罪 を赦 して下 さい。 もしそれ

がかなわな ければ， どうぞあなたが書 き記

した書から，私の名 も消し去って下 さい。』

たとえ罪が緋の ようであっても，雪のよ

うに白くなれるのです。(イザヤ1：18参 照)

そ して主 は，『もはやこれを忘るべ し』(教

義 と聖約58：42)と 約束 しておられます。」

(『どうか，彼 らの罪を赦 して下 さい』「聖

徒 の道」1981年4月 号，p，58)

聖徒 の道/1983年6月 号

●

これ まで私 は，、現代の社会状況に関する

警告， また，自然な感情の表現で心すべき

事柄な どを話 して きましたが， それらのす

べてに関連 して，いつ も心 に留 めておいて

いただ きたいことがあります。男女の愛 に

関する福音の教 えは人の心 を高 め， その中

には絶 えることのない希望，平安，喜びが

満ちあふれています。神の戒めは人 に最高

の喜びを与えるために定 められた ものであ

ること， また，主のみ こころにかなった恋

愛 は，待 ち望む価値があるということを心

か ら証 します。

(ヘ イ フン兄 弟 は，アイダ ホ州 レックス

バーグの，教会が経営するリックス・カレッ

ジの学長 を務 めている)

話 し合 い の た め に

個人 または家族でこの記事 を読んだ後，

福音の勉強の時問に以下の事柄 について話

し合 うとよいでしょう。

1.純 潔 とは何か。なぜ教会は純潔 という

教 えを強調 するのか。

2.純 潔 を捨 てる人 は果た して"自 由"な

のだろうか。純潔の律法 に従わない人は，

どの ような危険を犯 しているのか。

3.道 徳的に高潔な人格 を築 くためには，

何 を避 け，何 を求 めてい くべ きか。

4.真 実の愛 を見いだすための8つ の指針

として挙げられてい る項 目を要約する。

1.マ リ ヤ ，2.ミ リア ム ，3.イ ヴ ，

4.エ マ ・ス ミ ス ，5.エ リ サ ベ ツ ，

6.ル ッ ，7.エ ー ビ シ ，8.タ ビ タ あ

る い は ドル カ ス ，9.サ ラ イ ア ， 旧。 エ

ス テ ル ・II.レ ー マ ン 人 の ラ モ ー ナ イ 王

の 后 ，12.マ グ ダ ラ の マ リ ヤ

● 「聖 典 の 中 の 女 性 た ち 』pp.23-25の 正 解
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曾噸砲 なお養把ちへ曾

霧 盟
お話:キ ャロル･フ ァー リー

おお まち

リンダは,大 きな町のアパ

メ ートに佳んでい砧 く火
ぐち

□のところであそびました。メ リ
し

ンダは,ア パー トのみんなを知 っ
こうしつ

ていました。2号 室のサ リバンお
くるま て がみ

じさんは,車 いすで手紙をとりに
で

出てくると,｢こ んにちは,ニ コ
い

ニコ じようちゃん｣と 言いま した。

｢ちょっとごめんよ
。ちこくだ,

こうしつ

ちこくだ。｣5号 室のワレルさん
げ

は,こ いまゆ毛 をヒクヒクさせな

がら,わ めきちらしました。
いえ

ジョンソンさんの家のふたこの
こ い

子 は,い つもこう言いま した。｢ね
いつ

え,一 しよになわ とび しない?｣

8｣3

かあ や

ふたりのお田さんはパン屋さんで
とう しっ ぎよう

はたらいていて,お 父さんは失 業
ちゆう

中で した。
こう

｢あ あいやだ
,い やだ｣4号

しっ ちやいろ

室のベイツさんは,い つも茶色の
け

かみの毛をゆさゆささせて,も ん
い

くを言っていました。｢あ んたた
いりぐち

ぢ,入 口をふさがないでっ1｣
き
｢気 をつ けろ,ふ んづけちまう

こう しつ

じゃ ないか。｣3号 室 のスプ リ

ー リーさん は,い つも こうどなり
みみ

ました。スプ リーリーさんは耳が
き おおごえ

よく聞こえないので,い つも大声

でわめきぢらすので した。
こうしつ

8号 室の トレスキーおばさんは,

いつもジョギングをしていました。
はし なが はな うえ

おばさんが走ると,長 い鼻の上で

めがねがヒョイヒョイはねました。

メリンダは,パ スカリおばさん
いちばん

が一番すきで した。パスカリおば
かお

さんの顔 はしわくちゃで,び っこ
ある

をひきひき歩きました。でも,す
たの

ごく楽 しそうにわ らいま した。
へ や

パスカリおばさんの部屋には,
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も

じゃあわた しは,タ マネギを持つ

ていこう。｣メ リンダ もなみだが
で

出てきました。でもタマネギのせ

いではありませんで した。
へ や

メリンダがサリバンさんの部屋
で いりぐち

を出ると,入 □のドアがあいて,
おお

トレスキーおばさんが大きなミル

クびんをかかえてとびこんできま

した。｢も ちよりシチューだって?
も

いいねえ。ミルクを持っていくよ。｣
つぎ

次は,ス ブリーリー さんです。
へ や

スブリー リーさんの部屋 からは,
に く

肉のにおいがただよってきました。
なん
｢何 だって?｣お じさんはがなり

ました。｢も ちよ りシチュー?

どこで?い つ?だ れが?｣

なに
｢う るさいよ

。何 をやっている
ぜ む

んだ い。｣向 かいがわの ドアがあ

いて,ベ イツさんが どなりました。

メリンダは,ベ イツさんとワレル

さん をよぽうか どう しようか,ま

よいました。でも,や っぱ りよぶ

ことにしま した。

｢もちよりシチューだって?

い

そ りゃ あい いね え。 わ た しも行
なに も

くよ。何を持 っていこうかねえ。｣
い

ベイツ さんは言 いま した。
こん ど へ や

今度はワレルさんの部屋です。
はな

メリンダは,わ けを話 しました。
すこ かんが

｢ふ うん｣ワ レルさんは少 し考

い

えていました。ブツブツ言 ってい
とき

る時のワレルさんよ りも,ず っと
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せ
よ。｣そ う琶って,が まんのない

スブリーリーさんが,ジ ョンソン
か ぞ く うしろ あたま だ

家族の後から頭を出しました。す
かあ い

ると,メ リンダのお田さんが言い

ました。｢ち ょっと,す みません。
あか み

赤ちゃんにまほうのおなべを見せ

てやりたいんです。｣
ま

間もなく,み んなわらった りお
はじ おん

しゃべ りした りし始めま した。音
が く うた だ ひと

楽につれて,歌 い出す人もいまし
へ や じゆう

た。部屋 中 に,パ スカリおばさん
あか こえ

の明るい声がひびいていました。

とうとうシチューができました。
おお こえ い

メリンダ は,大 きな声で言いま し

た。｢で きましたよお。｣

｢さ あさあ
,も ちよりシチュー

とお

の お通りだよ。｣ワ レルさん はが
だい おお

ス台のところから大きなおなべを
い

はこびながら,言 いました。 ワレ
うえ

ルさんは,お なべをなべ しきの上

におきました。
うえ

メリンダは,ふ たの上になべつ
い

かみをおいて,言 いま した。｢さ

あ,パ スカリおばさん,よ そいま

しようよ。｣
しんぱい

パスカリおばさんは,心 配そう
も

にふたを持ちあげました。
なか

おなべの中は,い っぱいで した。
に く

肉も,ジ ャが イモも,ニ ンジンも

タマネギも,セ ロリも,し るもた
も

っぷ りあ りま した。みんなが持っ
つ く

てきたもので作 ったシチューです。
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禍力の
即者侃言･予

ヒ ラ マ ン10,11章 よ り

げん き

一 一 一 プ アイ は,す っか り元 気をな く して いま した。 ニー ファ
じん ただ せいかつ ほんとう いつしよう めい

一 イ人たちに正しい生活をするよう
,本 当に一 生 けん命にな

おし じん わる お こ

って教えたのに,ニ ーファイ人たちは,悪 い行ないをやめようと

は しなガったからです。ニーファイが豪に尚かって讐いていると,
かみさま こえ き おこ

神様の声が聞こえてきました。｢ニ ーファイよ,な ん じはよい行

ないをしたので,さ いわいである。なんじにいつまでもしゅくふ

くをあたえる。なんじのどんなねがいでも,か なえよう。なん じ

は,わ た しのこころにそむくことを,ね がわないからである。｣
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かみさま おも お くに お

神様を思い起こすように,こ の国にききんを起 こしてください。
ひとび と かみさま た か え

そうすれば人々はくいあらためて,神 様のもとへ立ち帰るで しょ

う。｣
お じ めん

すると,､ひ どいかんばつが起こって,地 面はカラカラにかわい
そだ ひ と

てしまいました。もう,こ くもつも,く だものも育ちません。人
び と おお ひ とび と し じん

人はうえて,大 ぜいの人々が死んでいきま した。ニーファイ人た
じ ぶん き

ぢは,自 分たちがほろびてしまうことに気づき,や っとのことで
こと ば お も だ

ニーファイの言葉を思い出し,け んそんにな りました。ニーファ
じん わる お こ

イ人たちは悪い行ないをくいあらため,ニ ーファイのところにや
ねん

ってきて,も う3年 もつづいているききんをおわらせてくれるよ
かみさま

う,神 様 にねがってほしいとたのみま した。
ひ とびと し あめ

ニーファイは,人 々がくいあらためたことを知って,雨 をふら
かみさま

せてくださるように,お いのりしました。神様 はニーファイのい
き あめ はじ

のりをお聞きになり,雨 がふり始めま した。そして,く だものや
そだ はじ い

こくもつが育ち始め,か り入れもできるようになりました。ニー
じん かみさま かみさま

プアイ人たちは,神 様 にかん しゃ し,神 様が してくださったこと
よ げんしや

をよろこびました。そして,や っとニーファイが予言者であるこ
も かみさま ちから き

とをみとめ,ニ ーファイの持っている神様の力に気づいたのでし

た。
ひとび と まも くに まち

人々がいましめを守っているときは,国 がさかえました。町は
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桃太郎を目指 した
40人 の若者
◎名古屋ステーキ部ユースカンファレンス

う かい

圃
物館,明 治村 と木 曽川の鵜飼 で有名

な愛知県犬 山市は実は桃太郎 の出生

地 としても知 られています。3月24日 か ら

3日 間,そ の桃太郎神社 に ほ ど近 い犬 山

ユースホステルで,｢若 い時 に力を得よ｣を

テーマに,ユ ースカ ンファレンス(中 学生

と高校生の大会)が 開かれ ました。

6名 の高校生 から成 る実行委員会が企画,

立案をすべて行 ない,彼 らから割 り当てを

受 けた各ワー ド部,支 部の青少年が各プロ

グラムの計画,司 会,実 行 を受け持つ とい

う進め方で,今 大会はか つてない盛 り上が

りを見せ ました。主なものだ けでも,初 日

の犬 山市体育 館 でのバ レーボール とバス

ケッ トボール,夜 のダンスパーティー,2

日 目のセ ミナー,東 海 自然歩道 でのオ リエ

ンテー リング,夜 のタレン トシ ョー,3日

目のセ ミナ リー大会,証 会 と,盛 り沢 山の

プログラムをすべて成功させる ことがで き

たのは,彼 らが 自分で実施 したか らです。

今回の大会 はまた,初 めて

｢桃 太郎賞｣受 賞プログラム

を導入 しました。 これは①毎
職､､

日,ス テーキ部長が出すチャ

レンジを果たす,② 毎 日,｢家

族 の祈 り｣を する,③ 毎朝,

｢朝 の つどい｣に 遅れない よ

● オ リエ ンテ ー リン グか ら帰 っ

つ き た若 者 。班 長 と副 班 長 は 桃 二'

太 郎鉢 巻 を し,実 行 委 員 は桃 太･

郎 トレー ナ ー を着 てい る。

52

桃 太郎賞

落織 趨 ヵ瞭 ノ

うに早起 きす る,④ 公共場所の清掃を30分

間行 なう,⑤ プログラムに積極 的に参加す

る,の5項 目を各人が達成 し,班 長に証明

して もらって賞状 を得 るというものです。

これは｢義 務達成賞｣や｢成 長 する私｣な

どと同 じ個人の業績達成のプログラムであ

ると共に,4人 の班長(ア ロン神権者)と

4人 の副班長(若 い女性)が3日 間の班員

の生活を指導す るプログラムで もあ りまし

た。

班長が年下の班員 を連れて,ス テーキ部

長か らの 〈30人 と握手する〉や 〈あ りが と

うを3回 言って もらう(そ う言 って もらえ

るような良い行ないを何度 もす る)〉チャレ

ンジを実行 させた り,副 班長が非教会員の

参加者 に証 の仕方を教 えているほほえまし

い光景がそ こか しこで見 られました。

このような青少年の参画によって,出 席

者全員が,衷 彰式で｢桃 太郎賞｣を 授与 さ

れ,証 会で証 を述べる とい う素晴 らしい成
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模輯による改宗
一｢奥 さん ,何か信仰をし0･ら っしゃるのですか｣一

●右側が中尾姉妹,

左側が秋田姉妹

□ 撫 蠕 鶴鴛享雛蟹 ℃,
生 きる希望 も張 りもない,涙 に暮れ る毎 日

を過 ごしていました。 そんな私 を心配 して

くれた姉の言葉 もあって,そ れ まで住んで

いた倉敷か ら実家のある岡山へ引っ越 しと

いうことにな りました。実家がスーパーの

中へ食料品店 を出していて,姉 や妹たち と

一緒 に店 を手伝い ましたが
,け っこう忙 し

まぎ

く少 しは気 も紛れていました。

そんなある日,社 長である弟か ら,支 店

の方をやってほしい と頼 まれ ました。 そこ

は前か らいろいろと問題があり,閉 めよう

か どうか と迷って いた店 で,私 も一度 も

行 ったことがあ りませんでした。 あまり気

乗 りはしませんでしたが,姉 や妹 もそ こへ

は行 きたが らず,私 の住 まいが近 いという

こともあって,し かたな く承知 しました。

慣れない仕事に神経 も体 もクタクタに疲

れ,店 へ出て も,家 に帰 って もひ とりぼっ

ちの寂 しい日が続 きました。お客さんにな

じんでいただ こうと努力 して も,反 応は冷

た く,つ らい毎 日でした。朝,目 が覚める

とまず大 きなため息で一日が始 まります。

体 も重 く優 うつで した。そんな自分を励 ま

岡山地方部岡山支部

中尾 雅 子

しなが ら頑張 りましたが,次 々 と問題が起

こって苦 しみは増すばか り,と うとう体 を

悪 くし,胸 か ら背中にかけて突 き刺すよう

な痛みに襲 われるようにな りました。夜中

に寝返 りを打 つ度 に痛みで 目が覚 めて し

まったものです。

こんなことではだめになって しまう,何

とか立 ち直 らな ければ と思 っていた頃,知

人 か らの勧 めで朝4時 頃起 きて朝起 き会

(倫理宏正)に 行った ことも度々あ ります。

ほか にも他の宗教の話を聞 きに行った りし

ましたが,少 しも心 に響 くものがな く,疲

れるばか りでした。妹が送 って くれた生長

の家の本 を仕事の合 い間に読み,少 し心が

休 まった こともあります。

そんな時,私 は近 くの店 で働 くひ とりの

方に強い印象 を受 けるようにな りました。

それが秋田姉妹 でした。私の働 いている場

所か らは秋 田姉妹のお店がよ く見 えます。

何 とな く見 てい ます と,お 店の方 とかお客

さんたちと話 をする物腰,態 度が周囲の方

たちと違い ます。いつ もニ コニ コと優 しい

笑顔で,特 にお年寄 りや不 自由な体 の人 に

対 してはいたわ りの気持 ちが体 いっぱいに

あふれている とい う感 じで した。何 と素晴

らしい人だ ろう,き っと何か信仰 をもって

い らっしゃるに違いない と思い,そ れまで

あまりお話 したことはあ りませんで したが,

思 い切って尋ねてみ ました。｢奥 さん,何 か
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家庭 は
小さな天国

臓

一島h臨

難 叢
･霧

大阪北ステーキ部京都ワード部

木村 研一郎

國
庭 は小 さな天国である｣｢い かなる成

功 も家庭の失敗を償 うことはで きな

い｣自 分が教会員 になったのは,こ のふた

つの素晴 らしい言葉に出会 うためであった

ような気が します。

4人 の子供 を持つ親 として,恥 ずべ き点

はなかったか としみじみ反省 してみますと,

本 当に冷や汗 の出る思いです。家庭の こと

は何か ら何 まで妻 に任せ切 りにし,会 社 と

いう,男 だけが快適に過 ごせ る場 に逃避 し

ていた 自分,16歳 か ら始めた飲酒喫煙を楽

しみ,世 話ばか り焼かせていた,父 親 とは
しか

名ばか りで子供同然の自分,叱 る とい うよ

りその場 その場の感情で子供たちにどな り

散 らしていた 自分,家 庭 をほとんど顧 みず,

妻 には要求することしか知 らなかった自分,

仕事 に疲れた と言 って(実 際 は内面的な葛

藤に負 けて)家 族 との話 し合いなど考 えも

しなか った自分,何 と身勝手であった こと

か,数 えあげればきりがあ りませ ん。 しか

し,そ んな中でも子供だけは,国 家をよ り

よくす る役 に立つ,次 代を背負って立 つ人

間に育てたいなどと考 えていたのです。

ちょうどそんな時,1979年4月 半ばのあ

る晩の ことです。妻が英会話 を習 っていた

ふた りの宣教師が,自 分たちで焼いたケー

キを持って遊 びに来て くれました。第一印

象が とてもさわやかで好感が持てましたの

で,そ の日の うちにす ぐ打 ち解 け,楽 しく

話 し合 うことがで きました。 もちろん私は,

ウイスキーグラスを片手にしっか り持 って

で したが……。

子供たちの友達になってもらいたい と思

い,毎 週一回,都 合の良い日に夕食を食べ

に来て,い ろいろと教 えて欲 しい と頼 んだ

ところ,'快 く受 け入れて くれ ました。 しか

しそれから2年 間,私 の生活は相変わ らず

夜 は遅 くまで起 きて酒 を楽 しみ,朝 は子供

たちの｢行 ってきま一す｣の 声を目覚 まし

時計替わ りに,ベ ッドか ら抜け出して くる

というようなルーズな生活 を送 ってお りま

した。

毎週水曜 日の夜,一 体何人の宣教師が入

れ替わ り立ち替わ り,我 が家を訪れて くれ

た ことでしょう。 それで も,神 様のお話に

は一切無頓着 な態度でいました。 というよ

りはむ しろ,お 互 いにそのことについては

タブーのようにして過 ごしていたのです。

1981年10月7日,R･D･ラ ス マセ ン
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ふた りでいつか伝道 に出ようとい う生涯 の

目的を持てた ことに感謝 しています。

｢よ く聞 きなさい
。心 をいれかえて幼 な

子のようにな らなければ,天 国 にはいる こ

とはで きないであろう。 この幼な子の よう

に自分を低 くす る者が,天 国でいちばん偉

いのである。また,だ れで も,こ のような

ひとりの幼な子 を,わ たしの名のゆえに受

けいれる者 は,わ たしを受 けいれるのであ

る。 しか し,わ た しを信ずるこれらの小 さ

い者のひ とりをつ まずかせ る者 は,大 きな

ひ きうすを首にかけ られて海の深みに沈め

られる方が,そ の人 の益になる。｣(マ タイ

18:3-6)

主 は確かに私たち と共にあ ります。 そし

て この教会が真実の教会であることを証 し

ます。(き むら･け んいちろ う1938年 生

まれ,京 都 ワー ド部長老定員会書記)

我が家の変化
一 改宗2年 後 ,支部長 に召 され 一

国
は生来好奇心が旺盛で,何 にでも首

を突っ込 んでみたが る性癖があ りま

す。それな りに趣味 も多いのですが,こ れ

といって自慢で きるものな ど何 もあ りませ

ん。 とりわけ囲碁 と日本画 に凝 っていて,

教 会に入る前の土曜 日曜は この どち らかに

時間 を浪費 してばか りお りました。そんな

ある日のことで した。我が家に突然アメリ

カ人の若い宣教師が訪れた ことから,大 き

な変化が もたらされました。

私のこれまでの人生で最 も劇的な出来事

といえば,主 が備え られた真実 の教会 に改

宗した時だ と思 います。宣教師 たちから聞

かされた世 にも珍 しい驚 くべ き話が,何 と

も言えない気持 ちのよい響 きに聞 こえ,世

の中にこれほど大切で値打 ちのある話 はほ

東京東ステーキ部水戸支部支部長

高遠 茂

かにないと思われました。加 えて,も しこ

のまま世 を去 るような ことになった ら大変

なことになると悟 り,恐 怖心さえ抱 くに至

りました。
う よきよくせつ

それから若干の紆余曲 折 を経 ましたが,

夫 婦揃 って無事にバプテスマを受けたのは,

今 か ら8年 前,私 が45歳 の時でした。当時

水戸支部は 日立,宇 都宮,小 山の各支部 と

共 に水戸地方部に所属してお り,東 京伝道

部の管轄下 にあ りました。改宗者のほとん

どが若 い人 たちばか りの中にあって,私 た

ちの ような中年夫婦の改宗者 は地方部の中

でさえきわめて少 な く,時 折引 き合いに出

されたものでした。

バプテスマを受 けた後 しばら くの間は,

本 当にこれで良かったのだろうか と思い不

安定な時期があ りましたが素晴 らしい指導

者たちの揺 るぎない信仰 を見 るにつ けては
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｢すべての事 について

感謝 しなさい｣
一 ヨー ロッパの見本市で起 きた トラブルー

東京北ステーキ部川越ワード部
筆記具メーカー勤務

水 野 裕 夫

国
は筆記具メーカーの貿易部 の仕事 を

してお りますが,仕 事 を通 し主 と交

わる機会が ある ことを感謝 してお ります。

毎年,ヨ ーロ ッパで見本市が開催 されて

お り,イ タ リアの ミラノでは,毎 年1月 末

に開催 されます。 この見本市 に出展す るた

め,例 年開催 日の約2週 間前 までには展示

商品を開催地へ航空貨物で送 ってお ります。

今年 も同 じように手続 きをし,私 は他の人

人 より一足先に ミラノへ向かい ました。

開催 日の3日 前 に着 き,す ぐ航空貨物取

扱 い会社へ連絡をとりました。 しかし今年

は,あ ってはな らない ことが起 こっていた

のです。送 った荷物が まだ ミラノに着いて

いないのです。ロン ドン経由で ミラノへ着

くのですが,1月 中旬,イ ギ リスで例年に

ない大雪が降 り,3日 間,ロ ン ドンの空港

が完全に閉鎖 されてしまい ました。 このた

めロンドンの空港 を経 由す るすべての荷物

がロンドン空港の倉庫 に山積 みとなってい

たのです。私 はびっ くりして,す ぐロンド

ンに問い合わせ ましたが｢大 混乱の状態で

貴社の荷物 がどこにあるか捜す ことはとて

も不可能です。多分2週 間位かかるで しょ

う｣と,そ っけない返事で した。

見本市が始 まるまであ と3日,東 京か ら

応援 に来 る人々がイタリアに着 くまで2日 。
ぼうぜん

私は荘然 としてしまい ました。 どうした ら

よいのか思い悩んでい る時 ヨハネの言葉を

思い出 しました。｢あ なたがたは,心 を騒が

せないがよい。神を信 じ,ま たわた しを信

じなさい。｣私は心の中で祈 りました。心を

落 ち着け,今 何 をしなけれ ばならないかを

考えました。まず,考 えられる処置をとり

ました。航空貨物会社の人がロンドン支店

と連絡 を取 ると,支 店の人がロン ドンの空

港へ行って荷物 を調べ,分 か り次第 ミラノ

へ状況を知 らせて くれ ることにな りました。

私 はホテルの部屋で,不 安な気持ちで電

話 を待ってい ました。やがて,｢ロ ンドンか

らは連絡があ りません。き ょうはもう連絡

はないでしょう｣と 電話が入 りました。 こ

れからす ぐにでもロン ドンへ行 って 自分で

荷物 を捜 したい と言いましたが,コ ンテナ

で送 られてお り,自 分で見つけることなど

まず無理です とはっきり言われ,夕 やみが

せまるミラノの街 と同 じうように,私 の心

も暗 く沈んでい きました。

そんな中で,私 は心 に平安が欲 しいと思

い,聖 書を開 きました。 ピリピ人への手紙

の4章 が 目に留 まりました。｢何 事 も思い

煩ってはならない。ただ,事 ごとに,感 謝
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ほかの飛行機 と同じようにしばらく上空を

旋回していたんです。着陸不可能 というこ

とで他の空港へ向かお うとしたんですが,

その時,ほ んのわずかな時間だけ滑走路 を

覆っていた霧が薄 くな り,着 陸がで きたの

です。その後 また霧 は深 くなってしまって,

結局昨 日ミラノへ着 いたのはその一機 だけ

だったんです。 その飛行機 にあなたの荷物

が乗っていだんですよ。信 じられ ますか!｣

そ の電話 を聞 きなが ら,私 は心の中でテ

サロニケ人への手紙の中の言葉 を思 い浮か

べていました。｢す べての事について,感 謝

しなさい。これが,キ リス ト･イ エスにあっ

て,神 があなたがたに求めてお られ ること

である。｣(IIテ サ ロニケ5:18)主 は私た

ちが望むならぼ,ど こにあって も常 に共 に

いて下 さる ことを心か ら証致 します。(みず

の･ひ ろお1944年 生 まれ,東 京北ステー

キ部高等評議員)

人はどこから来て

どこへ行くのだろう

沖縄ステーキ部那覇第2ワ ード部
看護婦

上池 澄 江

國
の勤 めている所 は産科 と婦人科の混

合病棟なので,き ょう生命 の誕生 に

立 ち会 うことがあるか と思えば,翌 日には

臨終の場面 に立ち会 うこともしばしばです。

壁ひ とつ隔てて人生の初 め と終わ りがあ

り,ま るで人生の縮図を見てい る思いがし

ます。

幼い頃か らなぜか白衣の天使 にあこがれ,

この道を選 びました。就職 して約3年 にな

りますが,い つ も人の生や死 について考え

ることので きるこの職 に感謝 しています。

取 り上 げた赤子が元気 に産ぶ声を上げる

のを聞 く時,逆 に悲 しい死 と出会 う時,痛

み と戦 うつ らい思いをぶつけて くる患者 に

接す る時,私 は謙遜にな ります。

そして,そ の度 に｢人 は何のために生 き

ているのだろう,一 体人 はどこか ら来てど

こへ行 くのだろう｣と いう言葉が私 の心を

とらえます。

就職 して1年 目,あ る夜 のお産 に立 ち

会 った時の ことです。陣痛が強 まり,分 娩

室に入った時はもう明け方 になっていまし

た。取 り上げた子を見て私 は立 ちす くみ ま

した。一 目見ただけでその子が生 き長 らえ

ることは とて も不可能だ と判断で きました。

どうしようもないほどひ どい奇形児 でした。

その母親 は私の手を握 りしめて泣 きました。

｢ど うして泣かないの
,私 の赤 ちゃん。 ど

うして……助 けて下 さい,お 願 い……私は

どうで もいいか ら赤 ちゃんを助 けて｣と 。

羊水 を吸引 しなが ら私 も泣 きました。

明 るくな ってい く夜空を見上 げなが ら,

その子を布で くるみ,私 は静か に自分に問

いか けました。｢こ の子は どこから来て,ど

62
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